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▲ツール・ド・東北・フ
レンズのお笑いトリオ

 パンサーも登場。

　東松島ふるさと復
興大使の尾

お が た

形貴
たか ひ ろ

弘さんはライダーと
して

　も参加しました。

皆が笑顔になれる東
ま ち

松島

 新設コース 「奥松島グルー
プライド＆ハイキング」

ペダル踏みしめ、
　　まちの復興を体感

　復興支援と震災伝承を目的とした自転車イベント「ツール・ド・東北２０１７」（主催：㈱河北新
報社、ヤフー株式会社）が9月１６～１７日の２日間、発着点の石巻専修大学をメイン会場に繰り
広げられました。過去最多となる４千人のライダーが石巻・気仙沼地方を舞台とした全７コー
スを駆け抜け、地域の復興を体感しました。16日（土）の月浜海水浴場や大高森、震災復興伝
承館を巡る新設コース「奥松島グループライド＆ハイキング」（７０キロ）には約300人のライ
ダーが参加。コース途中に設けられた休憩所（エイドステーション）では、地域の皆さんが旬
の食材を使った野菜のりうどんを提供し、参加者たちをもてなしていました。また、地域の方
や子どもたちも沿道から大きな声援を送り、一体となって盛り上げました。
　今号の特集では、学校の復興状況の報告とともに、コミュニティスクールやこころあったか
イートころ運動、協働教育プラットフォーム事業の取り組みを通して、未来を担う子どもたち
の活動と地域のサポートなどについて紹介します。 ▲セルコホームあおみな（エイドステーション）前でライダーを応援

▲

石
巻
専
修
大
学
で
の
ス
タ
ー
ト
の
様
子

▲チーム東松島の皆さん。出発前に市長を囲んでガッツポーズ

▲東松島市特産のりうどんの提供

▲

大高森山頂で説明を
受ける
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復興の森動植物とふれあい
地域を知り 夢を育む

地域協働で子どもたちを見守る
交通安全ボランティア

鳴
瀬
桜
華
小
学
校

宮
野
森
小
学
校

大
塩
小
学
校

　鳴瀬桜華小学校は、栽培や調理などを通して市特産品の「そば」に対
する関心と興味を高め、食と農に対する理解を深める取り組みを総合学
習の一環で行っています。８月２９日には、学校裏のほ場で３年生４３人が
そばの種まき体験に汗を流しました。
　地元の農家の方々で構成するそばの生産・販売会社㈱つつみと、ＪＡ
いしのまき女性部鳴瀬地区の皆さんを講師に迎え、種の植え方などの
指導を受けました。約１時間の作業では、種を撒

ま

いた後にレーキで土を
ならし、全員で成長を願いました。
　１０月下旬に刈り取りを行ない、１１月には石

いしうす

臼を使ったそば粉作り、
１２月にはそば粉を使った調理実習を行う予定です。

　宮野森小学校では、子どもたちの夢を膨
ふく

らませて育てる教育活動とし
て復興の森や地域性を活かした教育に取り組んでいます。このうち３年
生は総合的な学習の時間を活用して「復興の森での動植物とのふれあ
い授業」に取り組んでいます。この授業では、地域おこし協力隊で同校の
学校運営協議会の委員も務める神

かみよし

吉雄
ゆ う ご

吾さん〈右の写真〉らがサポート
役として関わっています。「雄吾さん！カブトエビ捕まえたよ！」。森には子
どもたちの楽しそうな歓声が響きます。神吉さんは「なぜ〝復興の森〟と
呼ばれるのか。経緯経過、先輩や地域の人たちの努力なども子どもたち
に伝えています。子どもたちの発想力は無限大。自然からたくさんのこ
とを学べるように、今後も関わっていきたいです」と話していました。

　大塩小学校では、コミュニティ・スクールが始まる前から地域ボラン
ティアの協力を得て子どもたちを育

はぐく

んでいます。登校時間に通学路に
立つ「朝の交通安全ボランティア」も地域協働で長年継続している取り
組みです。子どもたちを見守るのは学校安全ボランティアの大

おおさき

崎孝
こ う じ

二
さん（７８）をはじめとした地域の皆さん〈左の写真〉。晴れの日はもちろ
ん、雨の日も風の日も毎日実施しています。児童たちも姿を見つけると
一目散に駆け寄って「おはようございます！」と大きな声であいさつを交
わします。皆さんの生きがいにもつながっており、大崎さんは「摘

つ

んでき
た花をプレゼントされたり、感謝の手紙をもらったり、子どもたちから癒

い

やしと元気を受け取る毎日です」と話していました。

　鳴瀬未来中学校では昨年度から２年生を対象に「職業人の話を聞く
会」を実施しています。これは生徒に職業に対する幅広い知識を持って
もらうとともに、１１月に行う職場体験学習への意欲を向上させる目的
で取り組んでいます。話を聞く会では、地域のさまざまな職種の方々が
講師となり、仕事のやりがいや魅力、地域との関わりや将来の展望など
を生徒たちに説明します。同校の学校運営協議会の会長を務める櫻

さくらい

井
一
かずよし

義さん〈左の写真〉は「地域で働く人たちがどんな思いを持ってふる
さとに貢献しているのかを知ることは子どもたちにとって非常に重要。
継続的に実施し、子どもたちと地域との関わりも育んでいきたいです」
と話していました。

　コミュニティ・スクールは、保護者や地域の皆さんが学校運営に関わることで、よりよい教育
環境を築いていく取り組みです。平成31年度までに市内すべての小・中学校での導入を目指
す本市は、県内でも先進地域となっています。すでに始まっている４校の事例を紹介します。

地域とともに育つ学校づくりを推進

コミュニティ・スクール

地域の魅力を感じてほしい
職業人の話を聞く会

鳴
瀬
未
来
中
学
校

ふるさとの食材に理解深めよう
農家の皆さんがそばの種まき指導

■問　学校教育課学校教育班 ☎内線1252
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　東松島市では、体験活動を通して、郷土の産業や歴史、自然について学び、
ふるさと東松島市を愛する心を育

はぐく

むことを目的に市内の小学校４年生の児童
を対象に「ふるさと教室」を実施しています。

　28年度、矢本東小学校は、松島自然の家で「ひねりパン作り」、赤井小学校
は、逆川キャンプ場で自然体験活動、矢本西小学校は奥松島縄文村歴史資料
館で「勾

まがたま

玉作り」の活動を行いました。
　１１月からは市内全ての小学校４年生が「のりすき・かきむき体験」を行う予
定になっています。

■問　生涯学習課社会教育班　☎内線3201

　東松島市では、矢本西小・大曲小・宮野森小の３校において放課後子ども教
室（年８回）を開催しています。地域の皆さんや企業、NPOの皆さんに講師を
務めていただき、科学・自然・スポーツ・伝統芸能に関する活動を行っていま
す。ボランティアスタッフの皆さんにも子どもたちの活動を見守っていただい
ています。

　学校や家庭、地域社会が抱える課題を地域
ぐるみで解決し、子どもたちの健やかな成長
と質の高い学校教育の実現を図るため、地域
の力を学校運営に活かす「地域とともにある
学校」を目指すことが重要とされています。現
在、東松島市では、地域・保護者が学校運営に
参画するコミュニティ・スクールの推進に取り
組んでいます。（2ページに関連記事）

東松島市ふるさと教室

コミュニティ・スクール

放課後子ども教室

　『地域学校協働活動』とは、地域の高齢者、保護者、PTA、NPO、民間企業、団体などの幅広い地域住民の参画を

得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校

が相互パートナーとして連携・協働して行う様々な活動です。子どもたちの社会貢献意識、地域への愛着、コミュニ

ケーション能力および学力の向上、教員の地域・社会への理解促進、地域の教育力の向上、活動を通じた地域課題の

解決や活性化など、子ども・地域・学校それぞれに対して様々な効果が期待されています。

東松島市における『地域学校協働活動』
～ 地域・家庭・学校が手をつなぎ… ～

　矢本西小学校の５年生が『田んぼの
楽校』にて、田植えに挑戦しました。秋
には稲刈り・収穫祭を行う予定です。

　鳴瀬桜華小学校の５年生は、田植え
と除草作業を体験しました。現在、除草
剤を使わない米作りに挑戦中です。

　宮野森小学校４年生が、嵯峨渓・セッ
コク見学と海岸清掃を行いました。「嵯
峨渓最高～！」の声が上がっていました。

　親子および地域の皆さんが一緒に梅
干し作りに挑戦。この日は、梅の実の収
穫・へたとり・き漬け作業を行いました。

　大塩小学校の１・６年生がフラワーロー
ド植栽を行いました。地域の皆さんとと
もにマリーゴールドの苗を植えました。

　協働教育推進を目的に年に３回開
催。地域・家庭・学校・行政間における意
見交換・情報共有の場となっています。

矢本西市民センター

小野市民センター

宮戸市民センター

赤井市民センター

大塩市民センター

東松島市協働教育推進会議
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矢本東小学校

　矢本第一中学校では、毎月１５日と３０日に「心の朝錬」を行っています。部活動単
位で実施し、生徒と教職員が一体となって学校の敷地内や隣接する市民体育館の
周辺を清掃しています。普段、目が届きにくい隙

す き ま

間も５４０人の生徒が一斉に取り組
むことで隅々まできれいにすることができ、活動を通じて奉仕の心も学んでいま
す。また、学校体育館前の通称「あいさつ通り」では、部活動の輪

りんばんせい

番制で生徒があ
いさつ運動を行っており、登校する生徒や道行く人たちに向け、元気に「おはよう
ございます」と声をそろえています。

　矢本東小学校では、毎月２回を基本に学年単位で「あいさつ運動」を行っており、昇
降口に立って笑顔と真心で「おはようございます」と声をかけています。校舎内で出
会った人にも足を止めてあいさつするなど、運動は一人一人の心も育てています。曜
日ごとに重点項目を定めた「めざせ！そうじの神様！」は無言清掃を基本とし、限られた
時間内に整理整頓や隅

すみずみ

々まできれいにしています。また、「１５３０運動」として毎月１５
日は登校中に地域のごみを拾って校内で分別、３０日は朝の活動時間を使って校舎や
校庭を清掃し、環境美化を考える１日としています。

　「黙って掃除をする」こともルー

ルです。低学年の中にはしゃべりな

がら掃除をする人もいるので、高学

年が見本を示していきたいです。

　部活動委員会は各部の部長

で構成されています。「心の朝

錬」がある前日の昼に校内放送

で呼びかけて意識を高めていま

す。朝の１５分間の活動ですが、

皆で取り組むため、学校が一気

にきれいになっていくのが分か

ります。あいさつ運動は一言に

笑顔と真心を込めて行っていま

す。こうした運動が学校の伝統

として後輩たちに受け継がれて

いくことを願っています。

　あいさつをしっかり返してもらえ

るようにお辞
じ ぎ

儀にも気を配りなが

ら笑顔で行っています。あいさつ運

動をするようになってから家庭や

地域の中でも元気にあいさつがで

きるようになりました。ごみ拾い活

動やそうじの神様では、通学路や

校庭、校舎内に目配りして皆が住む

地域や皆が使う学校がきれいにな

るように心がけています。こうした

活動をこれからも続け、楽しい学校

にしていきたいです。

　ピカピカの廊下を保つためには

雑
ぞうきん

巾がけが大切です。しっかりと横

一列になって行い、拭き残しがない

ように隅
すみずみ

々まで拭いています。

　子どもたちの自主性や奉仕の精神を
養うことを目的に平成２２年から始まった
「心あったかイートころ運動」は、市内の
小中学校に深く根付いています。

安
あ べ

倍晴
は る ひ

陽さん （６年生）

橋
はしもと

本 康
こうへい

平さん
（部活動委員会 委員長）

千
ち ば

葉 天
そ ら と

富さん （６年生）

三
み う ら

浦 花
か り ん

梨さん （６年生）

いつも笑顔で「あいさつ」「清掃」「ゴミ拾い」
～心あったかイートころ運動で育

はぐく

む自主性と奉仕の精神～

矢本第一中学校

奉仕の精神学ぶ「心の朝錬」

　鳴瀬桜華小学校では毎日昼休みの時間を活用して、校舎１階の廊下を
掃除する「きらきら清掃」に励

はげ

んでいます。学校を訪れるお客さんに良い
気持ちになってもらえるようにと、ピカピカな廊下を保っています。清掃は
縦割りで実施し、一度に十数名の児童たちで取り組みます。廊下の両端に
二手に分かれ、ほうきで細かいゴミを掃きとり、雑

ぞうきん

巾で隅
すみずみ

々まで拭
ふ

き取り
ます。徐々に中央に進んでいき、真ん中で出会ったら終了。高学年が下級
生に正しい掃除の仕方を教えるなど、学年間交流の場にもなっています。

鳴
瀬
桜
華
小
学
校

ピカピカ廊
ろ う か

下でお出迎え「きらきら清掃」

元気にあいさつ・黙々と清掃

■問　学校教育課学校教育班 ☎内線1252
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校舎見学会のお知らせ

　校舎の完成に伴い、地域の方々などを対象に校舎見学会を開催します。日程は
下記の通りとなっています。
■日時　12月10日（日）10時～14時
■問　鳴瀬未来中学校 ☎８７-２０１８
　　　教育委員会教育総務課　☎内線1272

特集　笑顔あふれる東松島の教育現場を目指して市報ひがしまつしま 2017 年（平成 29年）10月 1日号

▲▶特別教室棟（音楽教室）

▲特別教室棟（技術教室）

▲中央棟（オープンスペース）

　市では、東日本大震災で被災した鳴瀬第二中
学校の災害復旧事業として、鳴瀬第一中学校と
鳴瀬第二中学校の学校統合後、校庭が狭いこと
などを理由に鳴瀬未来中学校の移転建設計画を
進めてきました。野蒜中下地区で建設工事が進
んでおり、平成29年10月末に完成予定となりま
した。
　新校舎は山あいに面して建設しており、理科
教室、技術教室、美術教室などの特別教室は北
側中央部の谷地に配置して自然環境を取り入れ
た複合的な学習空間となっています。
　グラウンドの広さを確保するために屋内運動
場と武道場を合築し、武道場の2階に屋内運動場
を配置するコンパクトな設計となっており、残り
のスペースはピロティとして活用します。このほ
か、駐輪場やプール、スクールバスの待合所も配
置しています。
　また、多目的ホールや地域ラウンジが配置さ
れたことから、コミュニティスクールの活動拠点
となり、さらに地域活動が盛んになることが期待
されます。
　今後は１１月に校舎が引き渡され、１２月に引っ
越しを行い、平成３０年１月の３学期から供用開始
を予定しています。また、供用開始に先立って平
成30年1月8日（月・祝）に落成式を行います。

市役所
鳴瀬庁舎

ＪＲ
仙石
線

鳴
瀬
川

国
 道
 45
  号

吉
田
川

至
宮
戸
▼

至矢本▶

JR野蒜駅

鳴瀬桜華小学校

宮野森小学校

現・鳴瀬未来中学校▲
至
鳴
瀬
奥
松
島
Ｉ
Ｃ

鳴瀬未来中学校
移転地

鳴瀬未来中学校が移転します鳴瀬未来中学校が移転します
完成間近！

▲中央棟（ プ

〈 新校舎は野蒜中下地区へ 平成30年（2018年）1月供用開始予定 〉

▲▶特別教室棟（

棟（技術教室）



（6）平成29年10月22日執行 宮城県知事選挙のお知らせ

宮城県知事選挙のお知らせ

○告示日　10月5日（木）
○投票日　10月22日（日）
○投票時間　7時～20時
○開票　10月22日（日）21時15分から（予定）
○開票場所　小野地区体育館

投票日は10月22日㈰です

　市では､選挙人（有権者）の方が投票しやすいように､下記の２か所に期
日前投票所を設けます｡
　投票日に、仕事・旅行・入院などで投票できない方のほか、自営業の方やレ
ジャーなどの私用であっても期日前投票ができます。なお、期日前投票時点
で18歳未満の方（選挙人名簿に登録されている方）は、不在者投票を行うこ
とになります。
　期日前投票できる方は、地区などで限定していませんので､どちらかの投
票所で投票できます｡
■期日前投票期間　10月6日（金）～21日（土）
■期日前投票時間　8時30分～20時
　※10月18日（水）～20日（金）の3日間、本庁舎は22時まで開設します。
■期日前投票場所　
　・市役所本庁舎　1階 101会議室
　・鳴瀬保健相談センター（市役所鳴瀬庁舎内）  1階 リハビリ室

投票日に投票できない方は、期日前投票をしましょう

　投票所入場券は、世帯ごとに9月28日時点で住民登録されている住所に
郵送します。万一、紛失したり届かなかった場合でも、選挙人名簿に登録さ
れている方であれば期日前投票期間は東松島市選挙管理委員会にて入場
券の再発行を受けて投票することができます。
　住民票を移さないまま住所地を離れている方は、郵便局に転送の手続き
を行っていれば、現在お住まいの住所に入場券が届きます。
　なお、9月29日以降に転居などにより住民登録内容が変更となった場合
には、変更前の住所・氏名で郵送していますので、ご了承願います。

投票所入場券を郵送します

　選挙期間中、他の市区町村に滞在している方は、滞在先の市区町村の選
挙管理委員会で不在者投票ができます。
　投票用紙等交付のための「宣誓書（兼請求書）」の提出が必要となります
ので、東松島市選挙管理委員会事務局にあらかじめ請求いただくか、東松
島市ホームページから「宣誓書（兼請求書）」の様式をダウンロードしてい
ただき、必要事項を記入のうえ、東松島市選挙管理委員会事務局に郵送し
てください。滞在先・一時避難先へ投票用紙などを郵送します。
※郵送による数回のやり取りになるため、早めに請求してください。

滞在先での不在者投票

　東松島市から６月２２日以降に宮城県内へ転出された方（７月４日までに転
入届出をしていない方に限られます）は、現在居住している市区町村長または
転出前の東松島市長（戸籍住民窓口）より「引き続き県内に住所を有する旨の
証明書」の交付を受けて、東松島市の投票所（期日前投票所含む）で提示する
ことにより投票ができます。
　なお、現在居住している市区町村(転出先)において選挙人名簿に登録され
ている場合は東松島市での投票はできません。詳しくは、東松島市選挙管理
委員会に問い合わせください。

宮城県内の市区町村に転出された方の投票に関するお知らせ

市内で転居された方が投票できる場所

　選挙人名簿は住民基本台帳を基に調製されますので、住所登録（住民票）
を移さずに仮設住宅などにお住まいの方は、元の住所地の投票所で投票す
ることになります。
◎東松島市内で転居し、住民登録（住民票）を移した方については、以下の
　投票所での投票となります。
①9月28日までに転居届を出された方は、新しい住所地の投票所
②9月29日以降に転居届を出された方は、元の住所地の投票所

「 将来を 決めるあなたの この一票」
宮城県知事選挙キャッチフレーズ<宮城県選挙管理委員会決定＞

宮城県知事選挙が、下記の日程で執行されます。投票日当日、投票所で投票できない方は、期日前投票を利用してください。

こ
の
選
挙
は
、震
災
か
ら
の
復
興
を

目
指
す
宮
城
県
の
将
来
を
決
め
る

重
要
な
選
挙
で
す
。皆
さ
ん
揃そ

ろ

っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■問　東松島市選挙管理委員会事務局（市役所本庁舎内）
　☎82-1111 内線1205・1206・1215
　市選挙管理委員会ホームページ
　URL:http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp/senkyo/index.html
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（7） 平成29年10月22日執行 宮城県知事選挙のお知らせ

平成29年10月22日執行 宮城県知事選挙における投票所（投票区）のお知らせ

鳴瀬川

150

小野地区
学習等供用施設

駐在所

至国道45号→

鳴瀬
郵便局

県
道
鳴
瀬
南
郷
線

←至南郷 小
野
上
、小
野
下
、根
古
、

高
松
、新
田

行
政
区
等

第17投票区

小野地区学習等供用施設

150

西
福
田
橋

西
福
田
橋

鳴
瀬
川 ↓至小野

至南郷↑

県
道
鳴
瀬
南
郷
線

鞍
坪
川

く
ら
つ
ぼ

西福田下
地区センター

西
福
田
下
、西
福
田
上
、肘
曲

行
政
区
等

第18投票区

西福田下地区センター
150

鳴瀬奥松島 IC

ひびき工業団地
（仮設住宅）

←至松島

至野蒜↓

三
陸
自
動
車
道

吉田川

出入口

鳴瀬川

川下公民館

鳴
瀬
奥
松
島

本
線
料
金
所

東
松
島
大
橋

204

県
道
河
南

鳴
瀬
線

県
道鳴瀬

南郷線

上
下
堤
、川
下（
ひ
び
き
工
業

団
地
仮
設
住
宅
含
む
）

行
政
区
等

第19投票区

川下公民館

至石
巻→

←至仙台

法昌寺

JR

陸前
小野
駅JR

陸前
小野
駅

JR 仙
石線

セレモニーホール
花すみれ

小野駅前地区
集会所

往
還
上
、往
還
下
、平
岡

行
政
区
等

第20投票区
小野駅前地区集会所

204

204

16

16
県道石巻鹿島台大衡線

県
道
河
南
鳴
瀬
線

至
鹿
島
台
←

至大塩↓

↑至広渕

至矢本→

ＪＡいしのまき
大塩倉庫

ＪＡいしのまき
大塩支店

塩入担い手
センター

小
松
台
、塩
入
、裏
一
、裏
二

行
政
区
等

第16投票区

塩入担い手センター

251 遊技店

病院

県
道
石
巻
港

イ
ン
タ
ー
線

県
道
石
巻
港

イ
ン
タ
ー
線

病院 至
石
巻
→

石巻運転
免許センター

←至仙台

↑
至
須
江
・
石
巻
港
IC

定川

柳地区集会所

柳
北
、柳
上
、柳
下

行
政
区
等

第14投票区

柳地区集会所 

←至矢
本

至石巻
→

ホー
ムセ
ンタ
ー

南
三
、新
川
前
、柳
西

行
政
区
等

第13投票区

川前集会所 

大塩小学校

204

243

大
塩
郵
便
局

至
広
渕
→

至
矢
本
↓

←
至
高
松

大
塩
保
育
所

グリーン
タウン
やもと

大塩地区
体育館

県
道
大
塩
小
野
停
車
場
線

県
道
河
南
鳴
瀬
線

大塩市民センター

表（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
や
も
と
仮

設
住
宅
含
む)

、中
、小
分
木
、大
島

行
政
区
等

第15投票区

大塩市民センター

南赤井公園

赤井郵便局

コンビニ

GS

駐在所

広域農道

↓至陸前赤井駅

至
矢
本
←

至石
巻→

南赤井地区
学習等供用施設老人ホーム

南
一、南
二
、南
五
、南
六
、南
新

一、南
新
二
、南
四
、南
緑

行
政
区
等

第12投票区

南赤井地区学習等供用施設

コンビニ

大曲
小学
校

至石巻
→

大曲地区
学習等
供用施設

大
型
衣
料
店

食堂

弁当店

出
入
口

貝
殻
塚
一
、貝
殻
塚
二
、貝
田
、

筒
場

行
政
区
等

第9投票区

大曲地区学習等供用施設

←至仙
台

↑至石巻

大曲小学校

食堂

弁当店

寺
前
公
園

横沼地区
学習等供用施設

上
納
、横
沼
東
、横
沼
西
、横
沼
一
、横
沼
二

(

矢
本
運
動
公
園
内
仮
設
住
宅
除
く)

、高
田
、

上
浜
一
、上
浜
二
、上
浜
三
、下
浜
一
、下
浜
二

行
政
区
等

第10投票区

横沼地区学習等供用施設

←至矢本

→
至
石
巻

至広渕↑

16
県道石巻鹿島台
大衡線

北赤井地区
学習等供用施設

赤井小学校

照
井
、御
下
、中
東
、寺
、六
槍
、

八
幡
、裏
、横
関

行
政
区
等

第11投票区

北赤井地区学習等供用施設

東松島
高校

銀行

至石巻
→

至
仙
台
←

上町地区集会所

北浦アパート
2号

北浦アパート
2号北浦アパート

1号

出入口

矢本交番

矢本
駅

JR
仙石
線

上
町
一
、上
町
二
、上
町
三
、駅

前
、北
区
官
舎

行
政
区
等

第1投票区

上町地区集会所

矢本西小学校

ショッピング
モール

県
道
矢
本
河
南
線

上河戸
公園

コンビニ

コンビニ

病院

矢本西
市民センター

←
至
広
渕

出
入
口

43

河
戸
、四
反
走
、西
新
町
、上
河
戸
一、上
河
戸
三
、

上
河
戸
四
、小
松
南
、二
反
走
、道
地
の一部
、立
沼

行
政
区
等

第2投票区

矢本西市民センター

矢本保健
相談センター

東松島市民
体育館

矢本第一
中学校

矢本東
小学校

東松島
市役所

市コミュニティセンター

東松島市
図書館

東松島
高校

上
河
戸
二
、若
葉
、大
溜
、東
大

溜
、あ
お
い一・二・三

行
政
区
等

第3投票区

矢本保健相談センター

大型
スーパー

矢本
郵便
局

蔵しっく
パーク

コンビ
ニ

至
石
巻
→

至
大
曲
浜
↓

←至
仙台

下町地区
学習等供用施設

下
町
一、下
町
二
、下
町
三
、下
町
四
、

下
町
五
、作
田
浦
、下
浦

行
政
区
等

第4投票区

下町地区学習等供用施設
至石
巻→

至
仙
台
←

矢本運動公園
（仮設住宅）

テニスコートス
ー
パ
ー

薬
店

ゲート
ボール場

関の内地区
学習等供用施設

関
の
内
一、関
の
内
二
、関
の
内
三
、南

浦
宿
舎
、自
衛
隊
、矢
本
運
動
公
園

内
仮
設
住
宅

行
政
区
等

第5投票区

関の内地区学習等供用施設

雇用
促進
住宅

病院 JR
鹿妻
駅

鹿妻地区
学習等供用施設

至
石
巻

鹿
妻一、鹿
妻
二
、道
地
の一部

行
政
区
等

第6投票区

鹿妻地区学習等供用施設

43

←
至
鹿
妻

←至大塩

至広渕↑

小松地区
学習等供用施設

三陸自動車道
矢本 IC

県
道
矢
本
河
南
線

上
小
松
、沢
田
、前
里
、手
招
、

前
柳

行
政
区
等

第7投票区

小松地区学習等供用施設

四季の里
（老人ホーム）

至広渕↑

→
至
石
巻

三陸自
動車道

広域農
道

←至矢
本 IC

農村婦人の家 月
観
の
松JAいしのまき

青果物集出荷
センター

下
小
松
、谷
地
、五
味
倉

行
政
区
等

第8投票区

農村婦人の家 

里
北
、里
南
、月
浜
、大
浜
、室
浜

行
政
区
等

第22投票区

宮戸市民センター
浅
井
、中
下
、新
町
、亀
岡
東
、亀
岡
西
、亀
岡

南
、野
蒜
ケ
丘一・二・三
、東
名
、新
東
名
、大
塚

行
政
区
等

第21投票区

野蒜市民センター

注）
　第１投票区の上町地区集会所の駐
車場が、下水道工事により当日は利
用ができない場合があります。その
際は、近くに臨時駐車場があります
ので、そちらを利用ください。詳しく
は、投票所入場券に同封している案
内をご覧ください。

注）
　第20投票区の投票所が、牛網地区
学習等供用施設から小野駅前地区
集会所へ変更となっています。
　詳しくは、投票所入場券に同封し
ている案内をご覧ください。
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※投票日当日は、投票所入場券に記載された投票所で投票してください。
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まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

空間放射線線量率調査結果（市役所西側通用口付近 地上1m:午前8時現在）
測定月日 9月16日 9月17日 9月18日 9月19日 9月20日 9月21日
測定値（単位:μSv/h） 0.031 0.030 0.032 0.030 0.031 0.030

　市では現在、市役所本庁舎西側通用口付近に、国の放射線測定可搬式モニ
タリングポストを設置していることから、この測定結果を掲載します。

※原子力規制委員会のホームページでリアルタイムの測定結果を公表しています。
　URL:http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/
■問　環境課環境班　☎内線1153

東松島市内の放射線測定

地域おこし協力隊プレゼンツ『第2回奥松島マルシェ』
　地域おこし協力隊が主催となり、地元コミュニティや市内事業者の方々の
協力を経てマルシェを開催します。このイベントは、東松島の魅力を発信する
こと、市内外の様 な々人たちの交わる場・つながる場を作ることを目的として
います。
　幻の宮戸ご当地メニュー復活、その他飲食や地場産品等の物販ブース、
ワークショップや宮戸島太鼓など、様 な々出店で皆さんをお待ちしています。
■日時　１０月７日（土）９時～1５時
■場所　セルコホームあおみな（住所：宮戸字川原5番地1）
※各種イベントの詳しい内容は奥松島マルシェサイト（facebook・インスタ
グラム）にて確認してください。
■問　地域おこし協力隊（事務局：復興政策課地域振興班)　☎内線1232

　商品券発行事業は、平成２１年度から実施し、２９年度で９回目の実施となり
ます。２９年度は商品券の額面が５００円となり、より使いやすい商品券となって
いますので、ぜひご利用ください。
■販売期間　１０月２０日（金）販売開始　※売切れ次第、販売終了。
■使用期間　１０月２０日（金）～平成３０年１月３１日（水）
■商品券の内容
　１セット１１，０００円分（５００円券×２２枚）の商品券を１０，０００円にて販売。さ
らに発行数１０，０００セットの内、１，０００セットにはラッキー券（５００円券）が 
入るお楽しみ付きのお得な商品券です
※１セットの商品券内訳は共通券１０枚（全取扱加盟店で使用可能）、専用券
１２枚（大型店以外で使用可能）で、１，０００セットにはこれらのほかにラッ
キー券（全取扱加盟店で使用可能）が１枚入っています。
■販売場所　市内各店舗、市民センター、商工会など（右記一覧参照）
■取扱加盟店　市内190店舗（9月25日現在）
※各取扱加盟店は、市報１０月１５日号でお知らせします。
■問　東松島市商工会　☎８２-２０８８

ひがしまつしま割増商品券 10月20日（金）から発売開始

地区 事業所名 地区 事業所名

大町１ ㈱いしがき金物店 赤井 赤井市民センター
大町１ ㈲庄司薬局 駅北・上河戸 セブンイレブン矢本インター店
大町２ ㈲衣料のせきや 駅北・上河戸 矢本西市民センター
大町２ 東松島あんてなしょっぷ まちんど 大通り ㈱千石建設
大町４ 石垣商店 大通り ちゃんこ萩乃井
駅前 本と文具 おいかわ 大通り のり工房矢本
駅前 ㈲まるみ 大塩 ㈱オイタミート
小松 ㈱エスディ佐藤電気 矢本支店 大塩 大塩市民センター
小松 大江酒店 小野 ㈱上東五和
小松 シャディギフト館矢本店 小野 陸前小野駅売店
小松 フジヤ矢本店 野蒜 えんまん亭
小松 矢本東市民センター 野蒜 奥松島観光物産交流センター
鹿妻 ㈲大槻商店 宮戸 奥松島遊覧船案内所
大曲 セブンイレブン矢本五味倉店 宮戸 桜井酒店
大曲 ㈱橋本道路 宮戸 櫻井商店
大曲 Ｙショップ土井商店 矢本運動公園 

（仮設店舗） 相栄商店
大曲 和牛の店　みちのく
大曲 大曲市民センター

東松島市商工会
本所

赤井 ㈱マックス赤井店 鳴瀬支所

商品券販売店一覧（9月15日現在）

“ひがしまつしまじかん”プロジェクト 第１弾
「これからの観光を考えよう」参加者募集

　皆さんに愛される東松島を目指し、地域資源を活かした
観光まちづくりについて、これからの観光まちづくりについ
て、語り合いましょう。「こうしたら、もっとたくさんの観光客
が訪れるのではないか。」「こんな観光ができたらおもしろ
い！」「こんなかたちで、観光を盛り上げたい！」など、普段から観光に携わって
いる方も、そうでない方であっても、自由に語り合えるのが観光です。
　当日は、ワールドカフェ方式という新しい話し合いの手法で、参加者一人ひ
とりのアイディアを出していただきます。
■日時　10月21日（土）14時～16時（予定）
■場所　矢本東市民センター　　■募集人数　１００人程度　※参加無料。
■対象　年齢不問。観光に携わっている方、観光に関心がある方どなたでも
■申込方法　10月5日（木）まで、電話で下記に申し込みください
■問・申し込み　一般社団法人東松島みらいとし機構（愛称：ＨＯＰＥ）
　　　　　　　☎98-7311

弾道ミサイルを想定した住民避難訓練を実施します

　市民の皆さんに対して、万が一弾道ミサイルが当該地域周辺へ飛来する可能
性がある場合に、情報の伝達内容、とるべき行動（屋内避難など）についての理
解を深めていただくための訓練を、国および宮城県と共同で以下のとおり実施し
ます。詳しい内容は、市ホームページまたは市報9月15日号をご覧ください。
■日時　１０月６日（金）１０時３０分～１０時４５分頃
■問　防災課危機対策班　☎内線1161・1162

住宅用地売払い(第2回)を開始します

　防災集団移転地空宅地の売払い(第2回)を行います。購入を希望をする
方は募集期間内に必要書類を持参のうえ、申込登録をしてください。
　詳しい内容は､市のホームページをご覧いただくか､下記まで問合せください。
■募集対象となる住宅用地

団地名 宅地数 面積
売払単価

(１㎡当たり) 【参考：１坪当たり】

野蒜ケ丘
(野蒜北部丘陵) 22 312.28㎡～

348.91㎡
25,500円～　

28,800円
84,200円～　

95,200円

※1 宅地数は変更になる場合があります。
※2 宅地の位置は市ホームページをご覧いただくか、窓口までお越しください。

■売払いスケジュール
●申込み登録受付
　10月2日(月)～11月30日(木)
●宅地決定抽選会
　12月10日(日) 10時～【予定】 
●宅地売払い契約
　12月11日(月) 以降
■申込対象　
　市内外の個人(法人または事業者は申込不可)
※防災集団移転対象者は借地のみ。
■申込条件　売買契約締結日から原則1年以内に建築を着手(基礎等の
工事着手)し､5年間は自らが居住し､生活の本拠を置く住宅機能を有す
る一戸建て住宅(併用住宅含む)として使用すること
※必要書類・宅地の決定方法などの詳しい内容は、問い合わせください。
■注意事項　土地代金は､売買契約締結日から4カ月以内に全額納付が
必要です。居住地区の「地区計画」､「まちづくりルール」などに沿った建
築が必要になります
■問　用地対策課用地対策班　☎内線1483～1486

N
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市民協働のまちづくり52みんなが主役のともに復興へ
■問　市民協働課協働推進班　☎内線1281

だれでもかんたんにウェブ発信！ 地域ポータルサイト「e－コミ！ねっと」

からのお知らせ&

　今年もくらっぱでハロウィンを楽しみましょう。
こども店長も大集合します。
■日時　１０月２１日（土）１０時～１４時
■主なイベント内容
　●フォトスポット
　●収穫祭：収穫野菜の重量あてクイズ
　●ボヌールマルシェでお買い物特典：５００円で１回くじ引きにチャレンジ
　●宝探しゲーム（謎解き＆スタンプ形式）など
※詳しい内容は、市報１０月１５日号でお知らせします。
○大人気【こどもマルシェ】一日こども店長募集
■出店料　１００円（２５ブース限定）　　■受付場所　ひと・まち交流館で受付中
※出店する方には事前説明会があります。詳細は電話でお伝えします。
○ステージ出演者募集
　舞踊・歌唱・ファッションショー（親子・キッズ）などに参加してみませんか。
■問・申し込み　蔵しっくパーク（ひと・まち交流館）　☎84-1770

１０月はハロウィンマルシェ

「はじめての茶道教室」
茶の湯を通して日本の四季を感じてみませんか！

■日時　１０月１４日（土）１０時～１２時
■講師　茶道裏千家助教授　大森 宗憲先生
■定員　２０人　※親子参加可。
■参加費　５４０円　※持ち物は特になし。
■申し込み　ひと・まち交流館にて受付中

　地域のために活動する市民活動団体が、インターネットをとおして手軽にPRできるように、市では地域ポータルサイト「e－コミ！ねっと」を運
営しています。団体登録することで、イベントや集会の日時や場所を、インターネットで発信することができます。スマートフォンからも閲覧でき
るので、外出先からでも情報にアクセスすることができます。参加者へのアピールや会員同士の情報共有のために活用してください。

■申し込み手順
　1.以下の提出書類を東松島市役所市民協働課へ持参してください。
①団体についての概要と活動内容が分かるもの（例：規約、リーフ
レットなど）

②「e-コミ！ねっと」会員登録申請書（様式は市民協働
課窓口にて配布、または右のＱＲコードのページか
らダウンロードできます。）

2.審査の後、適正と認められた申請者には、IDとパス
ワードが記載された登録完了通知を郵送します。 ■問 市民協働課協働推進班　☎内線1283

　レクリエーション中心のミニ運動会を開催します。終了後は“ごっつぉう５
ファイブ

”。
５地区自慢の味（いも煮など）を振舞います。矢本西地区の皆さんの参加を
お待ちしています。
■日時　10月15日（日）開会式９時～
■場所　矢本西小学校校庭　※雨天時は中止。
■主催　矢本西コミュニティ協議会
■問　事務局：矢本西市民センター　☎８２-１１８１

第９回矢本西地区の日
「ウエスト・カーニバル」開催のお知らせ

■日時　10月15日（日）9時30分～
■場所　野蒜市民センター（奥松島観光物産センター周辺）
※駐車場には限りがありますので、公共交通機関を利用してください。
■主な内容　ステージイベント、ストリートイベント（御興パレード等）、物産
販売、観光ＰＲなど
■問　野蒜ケ丘まちびらきまつり実行委員会（事務局：野蒜市民センター）
　　　☎88-2056

野蒜ケ丘まちびらきまつり

東松島市内市民センター等の運営には、防衛施設とその周辺地域との調和を図ることを目的と
した防衛省の補助事業が活用されています。

　自分のパソコンから掲載したい写真を添付したり、文
字を打ち込むだけで自動的にサイトのレイアウトがで
きあがるため、特別なウェブサイト構築の知識は不要で
す。利用方法についての問合せも受け付けています。

かんたん更新特徴
その3

　あらかじめメール受信者のアドレ
スを登録しておくことで、共有したい
情報をメールで一斉に送ることがで
きます。

メールマガジンで
情報共有

特徴
その2

　登録料・使用料はかかりません。登
録することで、簡易なホームページを
作成することができます。なお、登録
に際しては、一定の条件があります。

手軽に無料で
ホームページ

特徴
その1

登録方法

■対象　東松島市内で活動する団体・個人・事務所など
※審査の段階で不適切と認められる場合は登録することができませ
ん。詳しくは利用規約をご覧ください。利用規約は市民協働課窓口
にて配布、または「e-コミ！
ねっと」からダウンロード
することができます。

はてぃ・はてぃ・じゃらん2017秋
　晩秋の復興の森を一緒に歩いてみませんか。HOPEは、野蒜まちづくり協
議会（野蒜市民センター）との共催で、11月4日にウォーキングイベント『は
てぃ・はてぃ・じゃらん2017秋』を開催します。復興の森のなかを約1時間歩
き、その後インドネシアの文化紹介や歌の披露などをお楽しみいただける内
容となっています。たくさんの方の参加をお待ちしています。
※関心のある方は、野蒜市民センターに案内を置いてありますので、ぜひご
覧ください。
■日時　11月4日（土）9時30分～12時　※受付開始：9時15分～。
■場所　宮野森小学校体育館前に集合し、復興の森をウォーキング
※このイベントは、東松島市とインドネシア共和国バンダ・アチェ市との間の
「相互復興」の取り組みのなかで企画されたものです。お互いのまちで、
コミュニティによる防災力の向上を目指しています。
■問・申し込み　野蒜市民センター　☎88-2056

　犬のフンの始末は「飼い主の責任」です。
　散歩の時は常にビニール袋やスコップを持参
し、愛犬がフンをしたら飼い主が必ず持ち帰り、
適正に処理してください。
■問　環境課環境班　☎内線１１５３

犬のフンは、きちんと持ち帰りましょう

犬
と
仲
良
く
快
適
に
暮
ら

す
た
め
に
も
、愛
犬
の
管
理

は
飼
主
が
責
任
を
も
っ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
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CityView!
「CityView!」では、市のイベントや地域の話題を、皆さんにお届けします。
＜掲載した写真は、データで提供します。希望の方は問い合わせください。＞

　第２６回オール赤井まつりは晴天にも恵まれ、約５千人（主催者発表）が訪れまし
た。ステージでは赤井小学校、赤井南小学校の和太鼓、矢本第二中学校吹奏楽部の
演奏などが花を添え、カラオケやダンスも披露されました。約２５０発の花火が夜空を
焦がし、最後はよさこい踊り隊の「よっちょれ」で幕を下ろしました。参加した人たち
は過ぎ行く夏を惜しみながら心を一つにしていました。（９月３日、赤井市民センター）

オール赤井まつり

晴
天
に
恵
ま
れ

 

大
に
ぎ
わ
い

暮らしやすい
安心安全のまちの
整備に向けて

　東松島市は、宮城県東部土木事務所の後
ご と う

藤寿
としのぶ

信
所長と、石巻港湾事務所の後

ご と う

藤孝
こ う じ

二所長、高
たかはし

橋
宗
しゅうや

也県議会議員を招いた市内の県道および河川
などの整備に関する要望会を開きました。要望は、
県立都市公園「矢本海浜緑地」の早期復興整備や
都市計画道路「矢本門脇線」の整備などに関する
１０件と、石巻港区の災害復旧事業や臨港道路など
の整備に関する２件の計12件で、渥美市長および
市議会から県に要望書を提出。一行は実際に矢本地区や石巻港区などの現場を視
察し、進ちょく状況を確認しました。 （９月５日、矢本地区など）

県道や河川事業などを要望

　9月14日（木）に駐仙台大韓
民国総領事梁

やん

桂
けい

和
ふぁ

さんが宮城
オルレ奥松島コース予定地の
視察に来られました。当日は、
コースの一部である、大高森、さ
とはま縄文の里史跡公園、稲ヶ
崎公園、新浜岬を自ら歩いて見
ていただき、奥松島の景観の素
晴らしさを感じていただきまし
た。 （9月14日、宮戸島大高森）

駐仙台大韓民国総領事が
奥松島コースを視察

国内２つめの“オルレ”認証を目指して

オルレとは…韓国で人気のトレッキングコース。現在国内では「九州オルレ」が唯一認定を受けてお
り、多くの観光客でにぎわっています。東松島市では、「宮城オルレ」として、気仙沼市唐

からくわ

桑とともに
奥松島コースの認定を目指しています。

　「あおいハロウィン祭り」が１０
月２９日（日）にあおい地区で開
かれます。このお祭りは、地域の
子どもたちが企画から運営ま
でを行う初の取り組みで、地域
交流を深める目的があります。
９月９日（土）には、イベントに向
けた企画会議が行われました。
小中、高校生の実行委員のほ
か、サポート役で東北文化学園
大学の学生ボランティア、あお
い地区の役員が加わり、仮装パ
レードやハロウィンパーティー
の内容を話し合いました。
 （あおい１丁目西集会所）

みんなで楽しめるイベントへ
あおいハロウィン祭り 企画会議
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　地域連携協定を結ぶ埼玉県東
ひがしまつやま

松山市の大
だいと う ぶ ん か だ い が く

東文化大学の
学生たちが復興課題と向き合う「第２期東松島フレンドシップ
ＰＢＬ（課題解決型授業）」の最終報告会を開きました。聴覚を
使った津波避難や「東松島食べる通信」を食育、防災教育に
活かす取り組み、定住促進に向けたビジネスプランコンテス
トを提案し、柔軟な発想でまちの未来を考えました。学生は
事前学習と現地学習で約４カ月間、調査・研究してきました。
 （８月３１日、市コミュニティセンター）

東
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市
の
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　震災後に復興支援として始まった「お月見コンサート」
は今回で６回目を迎え、この時期の恒例行事として定着し
ています。今年も邦楽家の福

ふくはら

原徹
とおる

さん、福
ふくはら

原百
ひ ゃ く す け

之助さん
が出演し、庭園内にしつらえたステージで笛と鼓の豊か
な響きを届けました。来場した市民の皆さんは、じっくりと
音色に耳を傾けて秋の夜のひと時を楽しんでいました。
 （９月８日、蔵しっくパーク）

　宮戸大浜漁港から室浜までをトレッキングし、浜で海を見ながらヨガを楽しむイベントが
行われました。東松島市地域おこし協力隊と東松島市ヨガ教室の熱

あ つ み

海和
か ず み

美認定ヨーガ療法
士の主催で約２０人が参加しました。大塩から参加した菊

き く ち

池好
よ し こ

子さんは「波の音を聞きなが
らのヨガは気持ちがよかったです」と話していました。 （９月１０日、室浜）

トレッキングとビーチヨガ

自然とふれあい、
味わう一体感

　浦
うらかすみ

霞醸造元の㈱佐
さ う ら

浦（塩釜
市）が復興支援活動の一環とし
て開催した「秋のミニコンサー
ト」には、約３０人が参加しまし
た。加

か み

美町出身のバイオリニス
ト佐

さ と う

藤実
なおはる

治さんとみやぎの音
楽教室を主宰するピアニスト
の及

おいかわ

川久
く み こ

美子さんの共演で癒
いや

しの音色を届けました。演奏の
後は、日本酒の振る舞いもあ
り、会場は和やかな雰囲気に
包まれていました。
（９月９日、柳の目東住宅集会所）

佐
さ う ら

浦 秋のミニコンサート
音楽とお酒で和やかに交流

食べるのがもったいない！
　砂糖とメレンゲを混ぜて
着色したものでクッキーを
飾る「アイシングクッキー
をつくろう」が開かれまし
た。ＮＰＯ法人東松島市文
化振興会が主催し、親子１５
人が参加。講師は仙台市
を中心に活動する日本サ
ロネーゼ協会マスター講
師のｍ

ミ ッ プ

ｉｐｐｕさんが務めま
した。参加者は白、ピンク、
茶、緑の４色を使って工作
感覚でクッキーに絵を描い
ていました。　　（９月９日、
市コミュニティセンター）

デコレーションクッキー

　第１２回東松島市長杯野球大会には、石巻地
方で活動する１７チームが出場しました。試合は
３日間にわたってトーナメント方式で行われ、優
勝チームはギャンブラーズが、準優勝にはカル
チャーズがそれぞれ輝きました。どのチームも
日頃の練習の成果とチームワークを存分に発
揮して、熱い戦いを繰り広げました。
 （９月３日、鷹来の森運動公園野球場）

ファインプレーが続出
東松島市長杯野球大会

　独立行政法人国際協
力 機 構（JICA）の 青 年
海外協力隊として、佐

さ と う

藤
百
も も か

香さん（24）＝大溜出身
＝が西アフリカのベナン
に２年間派遣されること
になりました。佐藤さんは
矢本第一中学校の出身。
看護師として務めた経歴
を持ち、現地では母子健
康手帳の普及や公衆衛
生環境の改善などに力を
入れています。佐藤さんは
「協力隊は高校時代から
の夢。これまでの経験を
生かし、フットワークの良
さを武器に活動します」と
思いを語っていました。  
（９月１９日、市役所）

JICA青年海外協力隊

佐藤百香さんを
西アフリカに派遣
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ひがしまつしま 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

東松島市体育協会

スポパ通信
Sports Paradise
～スポーツから笑顔が生まれるまちづくり～
■問・申し込み　東松島市体育協会　☎82-9030　平日9時～17時

　　　

●第50回記念 東松島クロスカントリー大会 参加者募集中
■期日　１１月２６日（日）
■場所　鷹来の森運動公園
■種目および参加料（ひとり１種目のみ）

１０月２７日(金)募集締め切り

　　　　　　　

「新宮戸八景写真撮影会～秋編～」参加者募集

　宮戸地区には、地元の人たちに親しまれ、大切に守られてきた8カ所の自
慢の景色「新宮戸八景」があります。
　今回、それぞれに昔から言い伝えられてきた、民話や伝説、神話をまとめ
た一冊のパンフレット（絵本）が完成します。市内在住の創作写真家 細

ほ そ だ

田孝
たか

春
はる

氏を講師に迎え、物語に思いをはせながら素晴らしい景色を写真に収め
てみませんか。天気が良ければ大高森山頂で昼食を食べます。

■日時　11月7日（火）9時30分～13時
■場所　宮戸里浜（コースは医王寺「薬師堂」～大高森を予定）
■集合場所　セルコホームあおみな
■募集人数　10人程度　※参加無料。
■持ち物　カメラ、飲物、歩きやすい服装・履

はきもの

物、昼食
■講師　創作写真家　細

ほそ だ

田孝
たかはる

春先生
■ガイド協力　地域おこし協力隊　関

せきぐち

口英
ひ で き

樹氏
※コースにはアップダウンがきつい箇所もあります。
※天候により、コースの変更もあります。

■問・申し込み　東松島市観光物産協会　☎87-2322

▲医王寺「薬師堂」 ▲大高森からの景観

みりょくく発見！ 観光と物産ひがしまつしまの

鳴瀬子育て支援センター
「あいあい」
☎87-2338

子育て支援センターからのお知らせ（2017年10月）矢本子育て支援センター
「ほっとふる」
☎84-2676

●10月生まれ誕生お祝いDAY
　2日(月)カード作り　9時～16時
　（身体測定・手形押し・記念写真撮影など）
　歌でお祝い　11時
●赤ちゃん＆なかよし広場
　19日(木)10時30分～11時10分
　「保育所入所について」
●土曜OPEN
　14日(土)９時～12時

「ほっとふる」の主な行事
●地域ふれあいサロン
　16日(月)10時30分～11時10分
　「保健師さんとしゃべROOM」

「あいあい」の主な行事

開館日時  月～金曜　※あいあいは月～木曜　9時30分～16時(相談は17時まで受付) 
※講座などで利用できない日もありますので、子育て通信などでお確かめください。
　子育て通信は市のホームページでもご覧になれます。

です。21組

8月1日から31日までに
ほっとふる＆あいあいを初めて利用された方

はじめての来所が不安な方、スタッフが案内
しますので気軽にお越しください。

女性のためのくつろぎサロン
「わたしじかん」

■日時　27日(金)「秋のキャンドル作り」
　10時～12時
■場所　コミュニティセンター　　
■定員　12人
■持ち物　エプロン、持ち帰り用袋、マイ
　カップ
■材料費　300円
　託児(2カ月～未就学児)希望の方はファ
　ミリーサポート事業に登録すると協力
　会員にほっとふるで預かってもらえます。
　料金は通常1500円の所、一部自己負担
　300円です。
　託児締め切り…10月17日（火）15時
　一般締め切り…10月25日（水）15時
■申し込み　ほっとふる・先着順

あいあい子育て講座 〈要申し込み・先着15組〉
「ベビーマッサージ」

■講師　ベビーケアインストラクター
　遠
えんどう

藤 真
ます み

澄氏
■日時　12日（木）
　10時30分～11時30分
■場所　鳴瀬子育て支援センターあいあい
■対象　12カ月までのお子さんと保護者
(市内の方優先)
■持ち物　筆記用具・飲み物(水またはお茶)・
バスタオル

9時45分　開場・受付
10時　開会　★サンサンサンのお楽しみステージ
10時30分　戸外お楽しみコーナー
　　　　　 ★手作りトーマス号乗車
　　　　　 ★水ヨーヨーすくい　★くじ引き
　　　　　 ★作って遊ぼう　★手作りおやつの試食
　　　　　 ★ままカフェ　★リフレッシュコーナー
11時30分　終了

■問　ほっとふる、あいあい

10月6日（金）
ほっとふる＆あいあい 秋秋秋秋秋秋ままままままつつつつつつりりりりりり参加費無料

申し込み不要

場所
矢本子育て支援センター

ほっとふる

主催　東松島市子育て支援センター／協賛　東北すくすくプロジェクト

▲トーマス号乗車 ▲みんなで踊ろう

28
年
度
の

秋
ま
つ
り
の
様
子

（
他
に
も
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
盛
り
沢
山
！
）▲サンサンサンの人形劇 ▲水ヨーヨーコーナー

　大会要項および参加申込書
は東松島市体育協会（市民体育
館）、各市民センターに備え付け
ているほか、体育協会ホームペー
ジ（www.h-taikyo.jp）からも入
手できます。
　詳しい内容を確認のうえ、申し
込みください。市内小学校の児
童は、学校から別途配布される
申込用紙を利用してください。
※高校一般８㎞女子は参加人数
　の兼ね合いから、廃止しました。
　ご了承ください。

№ 種目 参加料
① 高校一般 ８ｋｍ　男子

１,８００円② 高校一般 ４ｋｍ　男子
③ 高校一般 ４ｋｍ　女子
④ 中学 ３ｋｍ　女子

１,３００円
（市内1,000円）

⑤ 中学 ３ｋｍ　男子
⑥ 小学 ２ｋｍ　４～６年女子
⑦ 小学 ２ｋｍ　４～６年男子

⑧ ファミリー 1.5ｋｍ小学1～3年の親子 １,８００円
（市内1,500円）

⑨ ペア（男女） ２ｋｍ合計年齢が50歳以上（ＮＥＷ）
⑩ 健康づくり ２ｋｍ　小学生以上 １,０００円

会　　場 日　　時 イベント内容
市民体育館 7日（土） 10時～12時 インドアニュースポーツ体験

鷹来の森運動公園
8日（日） 10時～12時 みんなで楽しもうタグラグビー【屋内運動場A棟】
9日（月・祝） 9時～12時 アウトドアニュースポーツ体験【管理棟前広場】

赤井地区体育館
8日（日） 9時～17時 一般無料開放

9日（月・祝）
10時～11時 親子運動あそび教室
13時30分～15時 かけっこ体験教室

矢
本
運
動

公
園

テニスコート
8日（日） 9時～17時

一般無料開放　※1回1時間。
9日（月・祝） 9時～17時

武道館 8日（日） 10時～11時 ヨガ体験教室
※無料開放。中学生のみで利用の場合は16時30分まで。

●リフレッシュフェスティバル　10月７・８・９日　開催
　当日参加大歓迎。皆さんの参加をお待ちしています。（全種目参加料無料）
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もっと知りタイ!  地域おこし協力隊 〈第6回〉
■問　地域おこし協力隊事務局　復興政策課地域振興班　☎内線1233

自
然
あ
ふ
れ
る
地
域
の
魅
力
を
発
信

 

清し
み
ず水 

薫か
お
る

さ
ん（
46
）

農
業

　

清
水
さ
ん
は
牛
網
地
区
の
農
業
生
産
法
人「
よ
つ
ば
フ
ァ
ー
ム
」で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
農
業
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。パ
ク
チ
ー
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
農
作
物
の
栽
培
、そ
れ
ら
を
活
か

し
た
加
工
品
の
製
造
な
ど
を
通
し
て
、東
松
島
市
の
魅
力
を
内
外
に
伝

え
て
い
ま
す
。「
広
い
空
と
青
い
海
、そ
し
て
大
地
と
、自
然
と
共
生
す
る

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
に
こ
や
か
で
す
。

　

埼さ
い
た
ま玉

県
出
身
の
清
水
さ
ん
は
、以
前
は
首
都
圏
の
旅
行
会
社
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。平
成
27
年
に
東
松
島
市
を
訪
れ
、東
日
本
大
震
災
か
ら

復
興
へ
の
あ
ゆ
み
を
学
び
ま
し
た
。そ
こ
で
出
会
っ
た
市
職
員
と
の
交

流
が
き
っ
か
け
と
な
り
、住
ん
で
い
た
東
ひ
が
し
ま
つ
や
ま

松
山
市
か
ら
移
住
を
決
意
。地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。「
都
会
に
は
な

い
、地
域
の
人
た
ち
の
温
か
さ
や
距
離
の
近
さ
に
触
れ
て
い
ま
す
」と
魅

力
を
話
し
ま
す
。友
好
都
市
で
あ
る
東
松
山
市
と
の
交
流
も
増
え
た
こ

と
で
、東
松
島
だ
け
で
な
く
生
ま
れ
育
っ
た
埼
玉
県
の
魅
力
に
も
気
付

け
た
と
言
い
ま
す
。

　

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
野
菜
や
加
工
品
の
販
売
、収
穫
体
験

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
小
学
生
た
ち
が
芋
掘
り
体
験
を
通
じ

て
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
な
ど
、未
来
に
つ
な
げ
る
活
動

で
農
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
魅
力
を
伝
え
る

観
光
促
進
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。「
よ
そ
者
だ
か
ら
こ
そ
気
付
け
る

視
点
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
誇
り
や
魅
力
を

広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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■問　東松島市役所 ☎82-1111
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募　

集

問 

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部

石
巻
地
域
事
務
所

☎
・

 

83
ー
６
７
８
９

東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
1
ー
6

自
衛
官
募
集

■
対
象
・
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
方
の
男
女（
年
間
を
通
じ
て

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。）

〇
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　

生
徒（
推
薦・一
般
）

■
対
象
・
資
格　

推
薦
：
中
卒（
見
込

含
）17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ

○
陸・海・空
自
衛
官
候
補
生

■
対
象
・
資
格　

細
か
い
作
業
・
体
力

に
自
信
が
あ
り
、心
身
と
も
に
健

康
で
市
税
な
ど
滞
納
の
な
い
方

■
業
務
内
容　

市
内
遺
跡
発
掘
調
査

の
現
場
作
業
お
よ
び
出
土
遺
物
の

基
礎
整
理
業
務

■
雇
用
期
間　

10
月
下
旬
か
ら
平
成

30
年
２
月
28
日（
水
）週
４
日
勤
務

■
勤
務
時
間　

週
25
時
間
以
内

■
勤
務
先　

発
掘
調
査
現
場
お
よ
び

東
松
島
市
文
化
財
整
理
室

■
賃
金　

発
掘
調
査
作
業
：
時
給

860
円
、基
礎
整
理
作
業
：
時
給
780
円

（
社
会
保
険
無
、雇
用
保
険
有
）

■
募
集
人
員　

10
人

■
申
し
込
み　

10
月
10
日（
火
）ま
で
、

履
歴
書（
本
人
自
筆
・
写
真
貼
付
）を

右
記
に
提
出
く
だ
さ
い

※
後
日
面
接
あ
り
。

文
化
財
発
掘
調
査
作
業
員
・

文
化
財
基
礎
整
理
作
業
員
募
集

問 
生
涯
学
習
課
文
化
財
班

☎
内
線
３
３
２
２

■行程　11月12日（日）
　 8時　東松島市役所集合・出発
　10時　岩手サファリパーク見学
　12時　昼食・休憩（会場：岩手サファリパーク内）
　14時15分　岩手サファリパーク出発
　15時45分　東松島市役所到着・解散
■場所　岩手サファリパーク
■対象（定員）　市内在住親子（小・中学生）約２０組４０名程度
■参加料　子ども５００円、保護者１,５００円（バス代・昼食代含む）
※参加料は申込時に下記に持参してください。
■締切日　１０月２３日（月）　※定員になり次第締め切ります。
■主催　東松島市青少年健全育成市民会議
■問・申し込み　生涯学習課社会教育班（市役所本庁舎2階）　☎内線3201

　市では、平成30年成人式を下記の日程で開催します。現在東松島市外に
お住まいの方でも参加できますので、希望の方は下記まで連絡ください。
■日時　平成30年1月7日（日）13時開式（12時30分受付開始）
■会場　市コミュニティセンター
■対象者　平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれの方
■問・申し込み　生涯学習課社会教育班　☎内線3201

平成30年成人式を開催します

親子ふれあい事業 参加者募集

お
知
ら
せ

平成２９年度東松島市地域活性化復興モデル事業補助金
　３次募集のお知らせ

　市では、官民一体となり、効果的かつ効率的に復興まちづくりを推進して
いくことを目的に、地域活性化や復興まちづくりに資する活動を行う団体（Ｎ
ＰＯや法人格を有する企業、民間非営利組織など）に対し、予算の範囲内
で補助金を交付しています。
■募集期間　１０月１２日（木）まで
■対象となる事業　東松島市の復興まちづくりに資する事業で、応募時点
で事業内容が詳細に提示でき、経済・社会・環境価値の成果目標を具体的
に設定している、地域活性化につながる新規モデル事業を対象とします。

※過去にこの補助金を交付された事業や営利目的の事業、国、県等の補助
金または委託を受け、重複補助を制限されている事業は対象外とします。

■補助対象期間　交付決定後（平成２９年１１月上旬予定）から平成３０年３
月末日までに実施する事業を対象とします
※最大３年計画の事業申請ができますが、あくまで単年度補助ですので、毎
年審査のうえ、交付または不交付決定をします。

※本事業は交付決定前着手が認められています。事前着手を希望する場
合は、申請の際に交付決定前着手届を提出してください。

■補助金額　上限３００万円で、所要額を交付します。補助率は原則１００％
ですが、審査の結果、事前相談のうえ、減額補助となることもあります

※詳しい内容は、市ホームページをご覧になるか、下記に問い合わせください。
■問・申し込み　復興政策課復興政策班　☎内線１２３７

生
徒
活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
修

め
、学
校
長
が
推
薦
で
き
る
男
子

　

一
般
：
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満

の
男
子

■
受
付
期
間

　

推
薦
：
11
月
１
日（
水
）〜
12
月
１

日（
金
）

　

一
般
：
11
月
１
日（
水
）〜
平
成
30

年
１
月
９
日（
火
）

■
試
験
日

　

推
薦
：
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

〜
８
日（
月
）の
指
定
さ
れ
た
１
日

　

一
般
：（
一
次
）平
成
30
年
１
月
20

日（
土
）

※
詳
し
い
内
容
は
、上
記
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

障
害
児
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
・
こ

ど
も
の
広
場
で
は
、体
を
上
手
に
動

か
せ
な
い
子
・
言
葉
の
遅
れ
や
発
語

が
気
に
な
る
子
・
友
達
と
の
関
わ
り

が
気
に
な
る
子
・
話
し
か
け
て
も
う

ま
く
会
話
が
で
き
な
い
子
な
ど
の
未

就
学
児
を
対
象
に
、リ
ズ
ム
体
操
や

ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
で
楽
し
く
体
を
動

か
す「
ぽ
っ
ぽ
教
室
」「
サ
ン
サ
ン
教

室
」を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、お
子
さ

ん
の
療
育
の
相
談
な
ど
も
受
け
付
け

ま
す
。希
望
の
方
は
、ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

ぽ
っ
ぽ
教
室
：
10
月
12
日

問 

障
害
児
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー・

こ
ど
も
の
広
場　

☎
84
ー
３
４
０
１

０
２
２
５
ー
84
ー
３
４
３
３

ｋｏｄｏ
ｍ
ｏｎｏｈｉｒｏｂａ

＠
ａｒ

　

ｋ
．ｏｃｎ

．ｎｅ
．ｊｐ

「
ぽ
っ
ぽ
教
室
」＆「
サ
ン
サ
ン

教
室
」開
催

（
木
）10
時
15
分
〜
11
時
15
分

　

サ
ン
サ
ン
教
室
：
10
月
17
日（
火
）

10
時
〜
11
時

■
場
所　

障
害
児
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
・
こ
ど
も
の
広
場（
矢
本
西
保

育
園
隣
接
）

■
申
し
込
み

　

ぽ
っ
ぽ
教
室
：
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
10
月
10
日（
火
）ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い

　

サ
ン
サ
ン
教
室
：
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
10
月
13
日（
金
）ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
る

運
動
教
室
で
す
。お
父
さ
ん
、お
母
さ

平
成
29
年
度
健
康
づ
く
り
運
動

啓
発
事
業
親
子
運
動
教
室

問 

健
康
推
進
課
健
康
支
援
班

☎
内
線
３
１
０
４

ん
だ
け
で
な
く
、お
じ
い
さ
ん
、お
ば

あ
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　
11
月
10
日（
金
）10
時
〜
11
時

30
分　

※
開
場
：
9
時
30
分
。

■
場
所　

大
曲
市
民
セ
ン
タ
ー

※
参
加
無
料
。電
話
予
約
制
。

■
定
員　

先
着
30
組（
市
民
の
方
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、動
き

や
す
い
格
好（
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
）、

上
履
き（
お
子
さ
ん
の
分
も
）

■
日
時　

11
月
14
日(

火)

13
時
30
分

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

問 

石
巻
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門 

源
泉
担
当

☎
０
２
２
５
ー
22
ー
４
１
５
１

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ
．ｎｔａ．ｇｏ．ｊｐ/

　

ｗｅｂｔａｘｔｖ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ

〜
15
時
30
分　
※
受
付
：
13
時
〜
。

■
場
所　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
共
催　

東
松
島
市
・（
公
社
）石
巻

法
人
会・石
巻
税
務
署

※
当
日
、参
加
で
き
な
い
場
合
は
、国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
税
に
関

す
る
動
画
」内
の「
年
末
調
整
の
し

か
た
」と「
法
定
調
書
の
作
成
と
提

出
」を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
14
日(

火)

10
時
30
分

〜
11
時
30
分　
※
受
付
：
10
時
〜
。

■
場
所　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
共
催　

東
松
島
市・石
巻
税
務
署

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
の
お
知
ら
せ

問 

石
巻
税
務
署 

法
人
課
税
第
一
部
門

☎
０
２
２
５
ー
22
ー
４
１
５
１



（15） 知っ得情報

知っ得情報〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

■問　東松島市役所 ☎82-1111
　　　代表FAX:0225-82-8143

市報ひがしまつしま 2017 年（平成 29年）10月 1日号

　日本年金機構では、被保険者あてに年金定期便などの各種通知書や納
付書、国民年金制度に関する免除などのお知らせを定期的に送付していま
すが、下記の理由で郵便物が届かない方がいます。心あたりのある方は、最
寄りの郵便局で「転居届」を提出してください。
　①引越しなど、住所変更の際に市区役所・町村役場で住民異動の手続き
を行っていない。②郵便局へ「転居届」を提出していない。③以前に転居届
を提出したが、転送期間（届出から１年間）が過ぎた。
■問　日本年金機構石巻年金事務所　☎０２２５-２２-５１１５（自動音声案内）

郵便局への「転居届」に関するお知らせ
～日本年金機構からのお願い～

毎月１１日は「市民防災の日（市民防災デー）」
～宮城県北部連続地震から14年、東日本大震災から6年7カ月～

　10月のテーマは、「避難所・避難場所の確認」です。避難所には、地区セ
ンターなどの身近な集会施設や公共施設で災害発生時に自主防災組織が
基本的に運営する「地区避難所」と大規模な避難者収容施設で非常用食
料等が配備されている小中学校、高校、市民センター等の「地域避難所」が
あります。また、安全な状況が確認できるまで一時的に避難する施設である
「避難場所」があります。災害時に避難が必要になった際のことを考え、地域
や家族でもう一度避難場所を確認し、話し合いましょう。また、避難経路につ
いても、塀際や狭い路地は避け、広く安全な経路を実際に歩いて確認し、地
域全体で防災意識を高めましょう。
■避難所・避難場所の確認チェックリスト（□に✓を入れてみましょう。）
□避難所・避難場所の確認…自宅の最寄りの地区避難所や地域避難所に
加え、職場など生活圏の避難所も確認しましょう。また、遠方に出かけた際
も避難場所を確認しましょう。
□避難経路の確認…災害が発生した際、迅速な避難を行うため、避難経路
の確認が大切です。また、災害が発生した際、想定していた避難経路が使
用できない場合もあります。複数の避難経路を確認し、その際にブロック
塀などの危険物に注意し、周囲に目を配り、行動しましょう。
■問　東松島市自主防災組織連絡協議会
　　　（事務局：防災課危機対策班）　☎内線1265

東松島市特産 天授のお米「かぐや姫」キャンペーン
　東松島市特産 天授のお米『かぐや姫』 生産団体 
竹取倶楽部は震災後から続けている「回す思いプロ
ジェクト」の一環として平成29年産のかぐや姫白米5
㎏を2,160円(送料込み)で提供します。お気持ちをい
ただいている方、お世話になった方に国内で最後に
出る新米を贈ってみませんか。
■受付日時 　１0月１日（日）～１０日（火）９時～１８時 
■注意事項
●贈答用につき、自家消費用としての申込はご遠慮ください。
●お１人様で複数の注文も受け付けます。
●稲刈りは11月初め、お米の発送は11月下旬を予定しています。
●発送区域は国内に限ります。また、数量に限りがありますので、無くなり次
第終了です。

※詳しい内容は、下記まで問い合わせください。
■問・申し込み　竹取倶楽部 事務局：木村
　　　　　　　☎090-1061-3890　FAX：0225-82-4651

第２０回東松島市図書館まつり２０１７開催　
テーマ：体感！図書館を知りつくせ、あそびつくせ

■日時　10月15日(日)10時～15時　　■場所　図書館および広場

その他、毎年恒例の「青空リサイクルブックフェア」や買い食い・寄り道
「大溜横丁」などあります。

　そのほか図書館の１年を振り返る「新聞記事コーナー」や石巻西高等学
校の｢紙芝居＆折り紙」、フェルト｢布えほん作品展示と実演｣等あります。
※1・3・4の体験に参加希望の方は、１０月6日(金)までに電話・FAX、または
カウンターで申込みください。
※2の体験に参加希望の方は、当日ブックカバーをかけたい本をお持ちくださ
い。なお、小学校低学年までは、保護者の方も一緒に参加をお願いします。
■問・申し込み　市図書館　☎82-1120　ＦＡＸ：0225-82-1121

屋外
体験名 時間 場所 対象 定員 費用

子ども花育体験
１回目：10時10分～
２回目：11時～
３回目：12時45分～

ー 小学生以上の方 各回15人 無料

ピンボケおやじの親子工作教室
(事前申込必要)　※1
■指導　阿部雄

たけし

氏

1回目：10時～
2回目：13時～ ー 小学生までの

親子 各回10組 無料

縄文体験
その1「火おこし」

1回目：10時～
2回目：13時～ ー 小学生以上の方 各回10人 無料

縄文体験
その2「まが玉づくり」

1回目：10時～
2回目：13時～ ー 親子または

小学生以上の方 各回20人 無料

図書館内
体験名 時間 場所 対象 定員 費用

ブックカバーがけ体験
※2

１回目10時30分～
２回目11時～
３回目13時～
４回目13時30分～
５回目14時～

ー ー 各回４人 無料

図書館たんけん　※3
「消えたイートくんをさがせ」

1回目:10時30分～
2回目：13時～ ー 幼児から小学校

低学年または親子 各回10人 ー

図書館クイズラリー　※4
「勇者になって冒険の旅へでかけよう」

１回目:１１時30分～
２回目：１4時～ ー 小学生中学年～

高学年 各回１０人 ー

マイ・しおりづくり 10時～13時 ー ー ー 無料

著名作家文芸作品
複製自筆原稿展示コーナー １０時～１6時 会議室 ー ー 無料

東松島市をトコトンPR
「いぐっちゃ！ございん！東松島」１０時～１6時 会議室 ー ー ー

読み聞かせボランティア
おはなしのはなたば「おはなし会」１０時15分～10時3５分 ー ー ー ー

　らくらく号を安全に利用していただくため、利用中・予約中に津波注意報・
津波警報・武力攻撃などがあった場合の対処についてお知らせします。
○津波注意報
・注意報が解除になるまで沿岸部（大塚地区・宮戸地区・大曲浜地区・北上
運河および東名運河）への運行を中止とします。
・内陸部であっても、河川に近いところへの運行を見合わせる場合があります。
○津波警報・大津波警報
・直ちに全面運行中止とします。運行中に警報の発表があった場合は、最寄
りの避難所もしくは内陸の安全な場所まで避難します。
・予約されていた場合は全てキャンセル扱いとなります。（個別連絡はしません）
・警報解除後に利用したい場合には、再予約が必要となります。
○武力攻撃など
・運行中に発表された場合は、運行を中止し近くの
できるだけ頑丈な建物などに避難します。１０分以
内に市役所（本庁舎・鳴瀬庁舎）まで到達できる
見込みのときは市役所へ避難します。
・遅延や運行中止になる場合があります。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■問　東松島市地域公共交通活性化協議会（事務局：復興政策課　☎内線1235）

らくらく号（乗合タクシー）からのお知らせ

１０月からインフルエンザ予防接種が始まります
　インフルエンザを予防するため早めの接種をおすすめします。市では10月
2日より65歳以上の方を対象として費用助成を行います。対象の方には予
診票を郵送しますので、接種を希望する方は指定医療機関に予約のうえ、
予診票を持って受診しましょう（市指定医療機関の一覧を同封しますので、
確認ください）。
※予診票は10月初旬までに郵送予定です。届かない方や転入してきた方は
電話にて連絡してください。

■公費助成期間　10月2日（月）～平成30年1月31日（水）
■助成対象者　65歳以上の市民の方（昭和28年4月1日以前に生まれた方)
■自己負担額　1人1,500円（医療機関でお支払いください）　
■問　健康推進課健康推進班　☎内線３１０８・３１０９
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知っ得情報〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

■問　東松島市役所 ☎82-1111
　　　代表FAX:0225-82-8143

お
知
ら
せ

■
日
時　

10
月
11
日（
水
）毎
月
第
２

水
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ゆ
ぷ

と
１
階「
キ
ッ
チ
ン
ク
ラ
ブ 

カ
ノ
ン
」

■
内
容　

薬
剤
師
に
よ
る
認
知
症
の

薬
に
つ
い
て
の
講
話
、相
談
、情
報

交
換

○
認
知
症
介
護
家
族
の
情
報
交
換
会 

■
日
時　

10
月
16
日（
月
） 

10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

集

会
室
、和
室

■
内
容　

聞
き
た
い
こ
と
困
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換

○
認
知
症〝
は
じ
め
て
〞教
室

■
日
時　
10
月
21
日(

土)

14
時
〜
16
時

問 

石
巻
公
証
役
場（
篠
原
公
証
人
）

☎
０
２
２
５
ー
22
ー
５
７
９
１

10
月
１
日
〜
７
日
は

「
公
証
週
間
」で
す

　

私
人
間
の
権
利
・
義
務
を
明
確
に

し
、争
い
を
未
然
に
防
止
す
る
の
が

公
証
制
度
で
す
。

　

遺
言
、任
意
後
見
、離
婚（
養
育
費

や
慰
謝
料
な
ど
）や
金
銭
・
土
地
建
物

の
貸
借
、不
動
産
の
売
買
な
ど
の
大

切
な
契
約
は
、法
務
大
臣
が
任
命
し

た
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証
人
が

作
成
し
た
、公
正
証
書
に
し
て
お
く

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
近
く
の
公
証
人
役

場
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■新しい受給者証の有効期限　平成２９年１０月１日(日)～平成３０年９月３０日(日)
○東松島市の国民健康保険および後期高齢者医療保険の方
　新しい受給者証を、９月下旬に郵送しますので、お手元に届いたら記載内
容などを確認してください。
○社会保険（上記の保険以外）の方
　新しい受給者証を、下記の日時・場所で配布します。
※郵送での受給者証受取対応は行いません。
■受付日時　９月１４日（木）から1カ月間　8時30分～17時15分
■受付場所　福祉課障害福祉班（本庁舎１階）
■必要なもの　現在加入している保険証・社会保険等加入状況証明書
■問　福祉課障害福祉班　☎内線１１７７・1178

心身障害者医療費受給者証更新のお知らせ

東
松
島
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問 

東
松
島
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
83
ー
１
９
６
６

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
座
を

開
催
し
ま
す

問 

市
図
書
館

☎
82
ー
１
１
２
０

○
認
知
症
カ
フ
ェ
開
催

伊
達
政
宗
生
誕
450
年
記
念　

サ
ン・フ
ァ
ン・バ
ウ
テ
ィ
ス
タ

出
帆
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

問 

サ
ン・フ
ァ
ン
館
企
画
広
報
課

☎
０
２
２
５
ー
24
ー
２
２
１
０

(

火
曜
休
館)

　

伊
達
政
宗
の
生
誕
450
年
と
、サ
ン
・

フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
の
出
帆
日
で

あ
る
10
月
28
日
を
記
念
し
、各
種

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。伝
統
芸

能
の
披
露
や
昔
の
遊
び
体
験
コ
ー

ナ
ー
、ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。当
日
は
、サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
を

無
料
開
館
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
28
日（
土
）10
時
〜
16
時

■
場
所　

サ
ン
・
フ
ァ
ン
館（
住
所
：

石
巻
市
渡
波
字
大
森
30
番
地
２
）

　平成２９年９月末が有効期限となる子ども医療費助成受給者証および母
子父子家庭医療費助成受給者証を、平成29年10月１日以降の新しい受給
者証を対象の方へ９月下旬に郵送します。
○子ども医療費助成受給者証更新
　子ども医療費助成は平成27年４月より所得制限が廃止となっており、また18
歳到達後の年度末までの全ての児童が対象となります。手元に受給者証が届
かない場合は、下記担当まで問い合わせください。なお、有効期限が切れた受
給者証は使用できませんので、各自破棄していただきますようお願いします。
○母子父子家庭医療費助成受給者証更新
　有効期限が切れた受給者証は使用できませんので、各自破棄していただ
きますようお願いします。
■上記の受給者証の有効期限
　平成29年10月１日（日）～平成３０年９月３０日（日）
■問　子育て支援課子育て支援班　☎内線１１８４

子育て支援課からのお知らせ　市では、東日本大震災で被災された故人への追悼と鎮魂、震災の記憶と
教訓を後世に伝承するため、震災遺構（ＪＲ仙石線旧野蒜駅プラットホーム）
を中心として、当該公園を整備し、敷地内に慰霊碑を建設しています。故人
の名前を芳名板へ刻み、碑内に格納させていただく予定です。
　その案内文書を遺族の方に送付していますが、宛先に届かず、返送され
ている事案が見受けられます。芳名板の格納を了承されない場合のみ、連
絡をお願いします。なお、誠に勝手ではございますが、連絡をいただけない場
合は、芳名板を格納させていただきますので、ご理解・ご協力願います。
　市外在住で、震災当時に本市で被災された故人も対象としていますの
で、芳名板の格納を希望される遺族の方は、下記担当まで連絡願います。
○公園完成式典　【１１月５日（日）開催】
　市では、遺族の方へ慰霊碑除幕式典の案内を別途送付しています。手元
に届いた方は出欠の可否を、同封のハガキで返送してください。芳名板同
様、式典までに案内が届かず、出席の回答をいただけない場合でも、式典に
は出席できますので、今後の市報またはホームページをご覧ください。
■問　復興政策課復興政策班　☎内線１２４９

東日本大震災復興祈念公園慰霊碑への芳名板格納
および公園完成式典のお知らせ

○芳名板格納

　

平
成
29
年
度
の
補
助
金
交
付
申
請

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。補
助
基

準
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、市
報
７
月

15
日
号
２
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、右
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

平
成
30
年
２
月
28
日

（
水
）ま
で

※
申
請
受
付
は
対
象
シ
ス
テ
ム
設
置

後
で
、申
請
回
数
は
同
一
の
対
象

シ
ス
テ
ム
に
つ
き
1
回
に
限
り
ま

す
。な
お
、申
請
額
が
予
算
総
額
に

達
し
た
場
合
は
、期
間
途
中
で
も

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
申
請
書
類　

申
請
書
類
な
ど
は
、

環
境
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
平
成
29
年
度
版
を
入

手
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い（
申

請
書
類
な
ど
内
容
を
一
部
改
正
）

東
松
島
市
被
災
家
屋
等
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
等
導
入
促
進
事
業

補
助
金
申
請
受
付
中

問 
環
境
課
環
境
班

☎
内
線
１
１
５
２

　

大
曲
浜
地
区
、緑
ヶ
丘
地
区
の
工
業

系
用
途
地
域
を
特
別
用
途
地
区
に
指

定
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る

説
明
会
お
よ
び
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

○
説
明
会

■
日
時　

10
月
10
日（
火
）19
時
〜

■
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
202
会
議
室

石
巻
広
域
都
市
計
画
特
別
用
途

地
区
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会

お
よ
び
縦
覧

問 

復
興
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班

☎
内
線
１
４
７
３

■
縦
覧
期
間　

11
月
７
日（
火
）〜
21

日（
火
）

■
縦
覧
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

　
（
復
興
政
策
部
復
興
都
市
計
画
課
）

■
日
時　
10
月
25
日(

水)

14
時
〜
16
時

■
場
所　

図
書
館
会
議
室

■
定
員　

20
人

※
東
松
島
市
民
に
限
る
。

■
材
料
費　

500
円

■
申
し
込
み　

10
月
6
日(

金)

10
時

か
ら
受
付
開
始
。必
ず
本
人
が
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ

さ
い

○
縦
覧

■
場
所　

野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

認
知
症
と
向
き
合
っ
て
い
く

た
め
に
大
切
な
知
識
を
学
び
ま
す

○
若
年
性
認
知
症
を
抱
え
る
人
と

　

そ
の
家
族
の
つ
ど
い

■
日
時　
10
月
21
日(

土)

10
時
〜
12
時

■
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
内
容　

頭
と
体
の
運
動
、認
知
症

に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
な
ど

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

■
日
時　
10
月
24
日(

火)

10
時
〜
11
時

30
分

■
場
所　

赤
井
市
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

認
知
症
状
へ
の
関
わ
り
方

な
ど
を
正
し
く
理
解
し
た
応
援
者

を
養
成
す
る
講
座
で
す

○
認
知
症
専
門
相
談
会

■
日
時　
10
月
26
日(

木)

13
時
〜
17
時

■
場
所　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
室

■
内
容　

認
知
症
状
や
家
族
の
対
応

を
専
門
の
医
師
に
相
談
で
き
ま
す
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【10月の各種特設相談】 相談者の秘密は厳守します。気軽に利用ください。

◎〝
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
〞に
認
定
さ
れ
た
美
味
し
い
食
べ
物
が
い
い
ぱ
い
だ
ね
！　

ｂｙ　

イ
ー
ト
＆
イ
〜
ナ

○埼玉県越
こし が や

谷市：埼玉県の東南部に位置し、人口約34万
人で中核市に指定されています。市域のほとんどが
平地で、市内を５つの一級河川を含め多くの川が流れ
ていることから、古くから“水郷こしがや”と呼ばれて
きました。

○越谷特別市民ガーヤちゃん：市の特産品である“ねぎ”
と宮内庁の鴨場の“鴨”にちなんで名づけられまし
た。越谷鴨ネギ鍋のＰＲから始まり、各種イベントへの
参加やランドセルカバーのデザインになるなど、広く
市民に親しまれています。

○田んぼアート：田んぼをキャンパスに見立て、色彩の
異なる複数の稲を作付けし、巨大な絵や文字を描い
ています。6月頃から10月頃までの間、東埼玉資源環
境組合第一工場の高さ８０ｍの展望台から見ることが
できます。2017年は“銀河鉄道９９９”とガーヤちゃん
が描かれています。

○越谷市の特産品：ねぎの高級ブランド「千寿葱」や、正
月料理などに用いられる縁起物食材「くわい」、コシ
が強く粘り気があり、独特の風味を持つもち米「太郎
兵衛もち」、漬物によく用いられる白菜の一種である
「山東菜」など、越谷には平野の多い地形を活かした
特産品がたくさんあります。

■
相
談
日　
10
月
４
日（
水
）受
付
：
13

時
30
分
〜
、相
談
：
14
時
〜（
予
約
制
）

■
内
容　
精
神
科
医
に
よ
る
個
別
相
談

■
対
象　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
人・家
族

■
場
所　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

○
ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談

■
日
時　

10
月
20
日（
金
）10
時
〜
14

時（
予
約
制
）

■
内
容　

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る

個
別
相
談

■
対
象　

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
で

困
っ
て
い
る
人・家
族・関
係
者

■
場
所　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

○
ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室

■
日
程・内
容

①
10
月
20
日（
金
）　

講
話「
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
問
題
を
抱
え
る
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
」

②
11
月
17
日（
金
）　

講
話「
家
族
の

セ
ル
フ
ケ
ア
」

※
ど
の
回
か
ら
も
参
加
可
能
。

■
対
象　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

定
例
相
談
の
お
知
ら
せ

問 

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

母
子・障
害
班

☎
０
２
２
５
ー
95
ー
1
4
3
1

相談名 日時 場所（住所など） 相談内容 問・申し込み

消費生活相談 毎週月～金曜（祝日を除く） 
9時～15時

市役所市民課 
（1階:消費生活相談室）

多重債務、悪質商法､不当請求、契約ト ラブル（クーリン
グオフ）などの消費生活をめぐる問題に関する相談

■問　市民課消費生活相談員   
　☎内線1117

人権相談 6日（金）10時～15時 小野市民センター いじめ､暴力､隣近所とのもめ事､その他人権に関する相談 ■問　仙台法務局石巻支局　☎0225-22-6188、　市民課窓口サービス班  ☎内線1122

行政相談 13日(金)13時～15時 小野市民センター 国・自治体の行政や郵便局・NTT､独立行政法人などの
業務に関する相談

■問　総務課総務班 
　☎内線1205

休日法律相談会 平日10時～16時 
10月の休日法律相談日：14日（土）、22日（日） 

法テラス東松島
矢本字大溜1-1 
（市コミュニティセンター西側）

弁護士による家族、多重債務などの法律相談。
■問　法テラス東松島　
　☎050-3383-0009 
　（受付時間　平日9時～17時）

○
精
神
保
健
福
祉
相
談

問 

市
精
神
保
健
福
祉
会

佐
藤
節
子
会
長

☎
・

 

０
２
２
５
ー
82
ー
7
4
8
5

市
精
神
保
健
福
祉
会
講
演
会

の
開
催

■
対
象　

眠
れ
な
い・食
欲
が
な
く
て

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

（
大
人
の
方
）

問 

健
康
推
進
課
健
康
支
援
班

☎
内
線
３
１
０
6

■
対
象　

震
災
後
、夜
泣
き
・
こ
わ
が

り
が
強
く
な
っ
た
・
以
前
よ
り
落
ち

つ
き
が
な
く
な
っ
た
な
ど
、お
子
さ

ん
へ
の
対
応
に
つ
い
て
お
困
り
の
方

■
日
時　
10
月
12
日（
木
）13
時
、14
時
、

15
時
、16
時（
予
約
制
、１
人
50
分
）

■
場
所　

矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
担
当　
み
や
ぎ
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

児
童
精
神
科
医

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

問 

健
康
推
進
課
健
康
支
援
班

☎
内
線
３
１
１
５

　

石
巻
調
停
協
会
で
は
、今
年
も
無

料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。予

約
は
不
要
で
、相
談
内
容
や
相
談
者

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　
10
月
15
日（
日
）10
時
〜
16
時

■
場
所　

石
巻
市
役
所
本
庁
舎
４
階

庁
議
室

■
日
時　
10
月
16
日（
月
）10
時
〜
15
時

■
場
所　

石
巻
市
観
光
物
産
情
報
セ

ン
タ
ー「
ロ
マ
ン
海
遊
」2
階

■
相
談
内
容

①
建
設
業・産
業
廃
棄
物
処
分
業・自
動

車
運
送
関
連
の
許
可
申
請
手
続
き

②
法
人
の
設
立
・
変
更
に
関
す
る
手

続
き（
登
記
を
除
く
）

③
遺
産
分
割
協
議
書
・
相
続
の
相
談

手
続
き

④
外
国
人
の
資
格
取
得
許
可
・
更
新

許
可
の
申
請
手
続
き

問 

仙
台
地
方
裁
判
所
石
巻
支
部
庶
務
課

☎
０
２
２
５
ー
22
ー
０
３
６
１

石
巻
調
停
協
会
無
料
調
停

相
談
会
の
お
知
ら
せ

問 

宮
城
県
行
政
書
士
会
石
巻
支
部

☎
０
２
２
５
ー
95
ー
３
８
２
０

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

相　

談

　

市
精
神
保
健
福
祉
会
は
、誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
講
演
会
・
座
談
会
を
開
催
し

ま
す
。参
加
無
料
で
す
。

■
日
時　

10
月
26
日（
木
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

■
場
所　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
演
内
容　

精
神
障
が
い
者
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

■
講
師　

医
療
法
人
財
団
姉
歯
松

風
会
な
ご
み
の
里
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
統
括
施
設
長　

姉あ
ね
は歯

純じ
ゅ
ん
こ子

氏

■
申
し
込
み　

参
加
希
望
の
方
は
、

10
月
19
日（
木
）ま
で
、右
記
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

を
抱
え
る
家
族
の
方

■
時
間　

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

（
講
話
30
分
、家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
30
分
）

■
助
言
者　

東
北
会
病
院　

　

精
神
保
健
福
祉
士　

齋さ
い
と
う藤

光み
つ
お央

氏

■
場
所　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

○
ひ
き
こ
も
り（
思
春
期・青
年
期
等
）

　

専
門
相
談

■
日
時　

10
月
26
日（
木
）13
時
〜
17

時（
予
約
制
）

■
内
容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談

■
対
象　

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

方
ま
た
は
家
族
や
関
係
者

■
場
所　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

※
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
の
相
談
や
教

室
の
申
し
込
み
は
予
約
制
で
す
。事

前
に
上
記
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
担
当
者　
裁
判
所
の
調
停
委
員

■
相
談
内
容

　

家
事
問
題
…
相
続
・
遺
産
分
割
、夫

婦・親
子・親
族
関
係
、養
育
費
な
ど

　

民
事
問
題
…
土
地
建
物
の
所
有
権

や
利
用
関
係
、金
銭
の
貸
借
、交
通

事
故
、売
買
代
金
、労
働
、震
災
関

連
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

問 （
公
財
）み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構

☎
０
１
２
０
ー
418
ー
618

無
料
弁
護
士
移
動
相
談
会

　

中
小
企
業
・
個
人
企
業
者
向
け
の

事
業
者
間
の
問
題
を
対
象（
例
：
取

引
上
の
悩
み
、ト
ラ
ブ
ル
、疑
問
な

ど
）に
、弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
10
月
24
日（
火
）13
時
〜
16
時

※
時
間
予
約
制
。

■
場
所　

石
巻
合
同
庁
舎

■
申
込
締
切
日　

10
月
17
日（
火
）

※
締
切
日
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、連
絡
く
だ
さ
い
。

食
べ
ら
れ
な
い
・
誰
と
も
話
す
気
に

な
ら
な
い
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
の

症
状
で
お
困
り
の
方
ま
た
は
家
族

■
日
時　

10
月
26
日（
木
）14
時
〜

　
（
予
約
制
、１
人
50
分
）

■
場
所　

矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
担
当　

ひ
か
り
サ
ン
テ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

加か
と
う藤

光こ
う
ぞ
う三

医
師　

■
申
し
込
み　

相
談
日
の
前
日
ま
で

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
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女性医師による女性の健康相談
　女性医師が、女性の健康増進に関する相談、思春期や更年期の身
体的・精神的不調、家庭や職場でのストレスなどで悩んでいる女性の
相談に応じます。※完全予約制・相談無料。
■日時　１０月１４日（土）１４時～１６時
■場所　大河原町駅前コミュニティセンター　
※仙台市に通勤・通学している方は仙台市会場（エルソーラ仙台）でも
相談できます。希望の方は予約専用電話に相談してください。

■予約専用電話　宮城県女医会女性の健康相談室　☎090-5840-1993
■受付時間　平日９時～１７時（土・日曜、祝日を除く）
■問　宮城県健康推進課健康推進班　☎022-211-2623

子どもの心理相談会
　子育ての心配事や反抗期への対応、しつけの仕方などについて、心
理士による個別相談を行います。気軽に相談ください。
■相談日　10月18日（水）１０時、１１時、１３時、１４時（各５０分ずつ）
■場所　矢本保健相談センター
■担当　滝

たきざわ

沢晋
し ん や

也先生（臨床心理士）　
■申し込み　前日まで電話で申し込みください
■問　健康推進課健康支援班　☎内線３１１７

乳幼児健康診査＜受付時間：12時20分～12時50分＞ 10か月児健康相談
＜受付時間：13時50分～13時20分＞

妊産婦・子どもの
健康相談

＜受付時間：9時～11時＞4か月児 1歳6か月児 2歳6か月児 3歳児

期日 生まれ月 期日 生まれ月 期日 生まれ月 期日 生まれ月 期日 生まれ月 期日

10月 27日（金）平成29年6月 24日（火）平成28年3月 20日（金）平成27年3月 19日（木）平成26年5月 23日（月）平成28年12月 11日（水）

11月 22日（水）平成29年7月 21日（火）平成28年4月 16日（木）平成27年4月 15日（水）平成26年6月 20日（月） 平成29年1月 －

12月 22日（金）平成29年８月 20日（水）平成28年５月 19日（火）平成27年５月 21日（木）平成26年7月 25日（月） 平成29年2月 7日（木）

　ヘルシー インフォメーション

ヘルシーインフォメーション

■問　東松島市役所 ☎82-1111　代表FAX:0225-82-8143
　〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

市報ひがしまつしま 2017 年（平成 29年）10月 1日号

■対象　全ての新生児および産婦
■内容　赤ちゃんの体重測定、発育・発達確認とお母さんの体調や母乳・育
児に関する相談
■方法　保健師または助産師による家庭訪問
※市外の里帰り先などに訪問を希望される方は相談ください。
■申し込み　電話・出生連絡票を郵送または市民課窓口に提出
■問　健康推進課健康支援班　☎内線3114・311５

新生児・産婦訪問

乳幼児健康診査・健康相談のお知らせ＜１０・11・１２月＞
　乳幼児健康診査と１０か月児健康相談の対象者には、あらためて通知しますが、通知が届かない方・新たに転入した方や、都合のつかない方は、下記ま
で連絡ください。妊産婦・子ども健康相談は申し込みの必要はありませんので、気軽にお越しください。

■問　健康推進課健康支援班 ☎内線3１１７・３１１５

場所：矢本保健相談センター

■対象　妊娠された方、母子健康手帳をなくした方
■方法　保健師による個別交付　　■場所　矢本保健相談センター
■申し込み　事前に電話での予約が必要です。
■問　健康推進課健康支援班　☎内線311７・311５

母子健康手帳・母子健康手帳別冊の交付

   　私は東松島市野蒜の出身で、宮城学院女
子大学食品栄養学科３年生です。病院の管
理栄養士になることを目指して勉強に励ん
でいます。今年の８月２８日から９月１日までの
５日間、一緒に栄養士を志す同級生の川

かわもと

元
梨
り よ な

代菜さん、尚絅学院大学の小
こ い わ

岩瑠
る み

海さんと
健康推進課で、実習を受けました。乳幼児健
診の個別相談や栄養相談を見学しましたが、

お母さん一人一人が抱える不安や疑問に親身になって応じるとともに、「安心」も提供
する栄養士さんの姿が印象的でした。そして、市民の皆さんの精神的な面を支えるアプ
ローチも必要であることを学びました。
　実習では、私たちが考えた離乳食の調理
も行いました。私は生後５～６カ月の乳児向け
の主菜として「トマトと豆腐のトロトロ煮」を考
案しました。乳幼児期は味覚の形成において
大切な時期です。幼い頃から濃い味に慣れ
てしまうと、成長後の食生活にも悪影響を及
ぼします。この料理では主要調味料を使わず
に、かつおだしだけで味付けをしました。ダシ
の旨みを覚えさせて味覚を育てていくことは、後の生活習慣病予防にもつながります。
私たちが考案したレシピは「クックパッド東松島食べる通信公式キッチン」に掲載され
ているので、皆さんもぜひ試してみてください。

　次回は、新道地区の八
や ぎ

木美
み ほ

帆さん・祥
しょうま

真くんが登場します。お楽しみに。

第81回

イート（食べる）でつながるとイ～ナ！！

心もサポートする管理栄養士を目指して実習
宮城学院女子大学３年生　片

か た ひ ら

平 実
み ほ

穂さん

▲それぞれが考案した離乳食レシピの
調理にあたる３人

▲実習に参加した（左から）片平さん、
小岩さん、川元さん

　

　
月  日 医  院  名 電話番号 薬  局  名 電話番号

１０月１日（日） やもと内科クリニック 98-3260 フロンティア薬局矢本店 90-3908

１０月８日（日） 伊東胃腸科内科 82-6666 たかぎ薬局赤井店 83-5466

１０月９日（月・祝）みやぎ東部循環器科 82-9930 ウジエ調剤薬局矢本店 84-3053

１０月１５日（日） ひかりサンテクリニック 84-1333 和薬局 84-2711

１０月２２日（日） いしがき・みみはなのど
クリニック 84-1187 ハーブ調剤薬局東松島店 84-1611

１０月２９日（日） 石垣クリニック
内科循環器科 83-7070 ひまわり調剤薬局 83-8075

※救急医療機関として、市内では、真壁病院 ☎82-7111、仙石病院（泌
尿器科、脳神経外科） ☎83-2111が24時間体制で救急患者の診療を
実施。また、石巻圏域では、石巻赤十字病院 ☎0225-21-7220、斎藤
病院 ☎0225-96-3251が、24時間体制で救急患者の診療にあたって
います。診療が必要な場合は、電話確認をしてから受診してください。

●小児科休日急患担当医院〈診療時間:9時～17時〉
　石巻市の小児科休日急患担当医による診療は、東松島市在住の方も利
用できます。診療が必要な場合は、電話確認をしてから受診してください。

●東松島地区医院・薬局〈診療時間:9時～17時〉

月　日 医  院  名 住　所
電話番号
〈市外局番
 0225〉

１０月１日（日） 石巻市夜間急患センター 石巻市蛇田字西道下71 94-5111

１０月８日（日） 石巻市夜間急患センター 石巻市蛇田字西道下71 94-5111

１０月９日（月・祝）中山こどもクリニック 石巻市中里3丁目4-27 95-4121

１０月１５日（日） 石巻市夜間急患センター 石巻市蛇田字西道下71 94-5111

１０月２２日（日） 石巻市夜間急患センター 石巻市蛇田字西道下71 94-5111

１０月２９日（日） おおば小児クリニック 石巻市門脇青葉西38-1 93-9693

 休日診療担当医院表 〈2017年(平成29年)10月分〉
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よ
し
は
る

市報ひがしまつしまでは、東松島市の自主財源の確保と市内における地域経済の活性化のため、有料広告を掲載しています。

広 告

平
成
29
年
8
月
掲
載
依
頼
分

（
８
月
1
日
〜
31
日
）

※
敬
称
略・希
望
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
年
齢
は
、実
年
齢
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
戸
籍
の
ま
ど
の
掲
載
に
関
す
る
問

　

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
班

　

☎
内
線
１
３
３
４

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

行
政
区
等　

氏
　
名　

保
護
者

柳
北

　
　
大お
お
し
ま島 

実み

わ和 

健け
ん
た
ろ
う

太
郎

野
蒜
ケ
丘
二
　
尾お

が
だ形

　
剛ご

う

　
　
聡そ

う

　

南
二　

　
茄な

す
か
わ

子
川 

夏か

い維 

燿よ
う

　

横
沼
東
　
成な

り
さ
わ澤

　
惟ゆ

い

　
　
紗さ

き希

南
浦
宿
舎
　
後ご

と
う藤

　
夏な

つ
み美

　
敦あ

つ
し　

往
還
上
　
日ひ

の野 

心こ

と

ね
都
音 

篤あ
つ
し志

上
河
戸
四
　
小お

の野
　
晃こ

う
す
け介

　
光み

つ
ひ
ろ洋

上
納
　
　
阿あ

べ部
　
星り

お
ん音

　
貴た

か
ひ
ろ広

上
河
戸
二
　
高た

か
は
し橋 

叶か
な
う羽 

恵え

り

こ
理
子

下
町
三
　
神か
み
や
ま山

　
希き

い衣
　
豊と
よ
と土

下
町
一
　
今い

ま
ひ
ら平

　
隼は

や
と聡

　
聖ま

さ
と人

新
川
前
　
阿あ

べ部 

い
ち
か 

孝た
か
の
り紀

東
大
溜
　
眞ま

し
ば柴

　
礼れ

み美
　
優す

ぐ
る　

南
緑
　
　
阿あ

べ部 

は
づ
き 

茂し
げ
る　

柳
北

　
　
三み

う
ら浦

　
璃り

こ子
　
雅ま

さ
み
ち道

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

行
政
区
等　

氏　

名　
　

年
齢

川
下　

　
鎌か

ま
た田

　
光み

つ
こ子

　
　
74

月
浜

　
　
上う

え
さ
き﨑

　
と
め
子こ

　
96

四
反
走

　
熊く

ま
が
い谷

　
輝て

る
お夫

　
　
87

平
岡

　
　
齋さ

い
と
う藤

　
源げ

ん
さ
ぶ
ろ
う

三
郎

　
102

南
新
一

　
武た

け
や
ま山

　
和か

ず
お男

　
　
85

四
反
走

　
佐さ

と
う藤

　
リ
ツ

　
　
100

新
東
名
　
鈴す
ず
き木

　
重じ
ゅ
う
い
ち一　

　
87

六
槍
　
　
佐さ

さ

き
々
木
　
末す

え
き喜

　
90

鹿
妻
一

　
武た
け
だ田

　
吉よ
し
ま
さ正

　
　
76

仙
台
市
　
尾お

が
た形

　

明
　
　
78

柳
西
　
　
熊く

ま
が
い谷

　
哲て

つ
お夫

　
　
82

東
大
溜
　
齊さ

い
と
う藤

　
い
し
よ
　
94

小
野
上
　
八や

ぎ木
　
清せ

い
し志

　
　
98

根
古
　
　
阿あ

べ部
　
康こ

う

　
　
　
69

関
の
内
一
　
髙た

か
は
し橋

　
つ
ぎ
よ
　
88

上
下
堤
　
荒あ
ら
き木

　
留と
め
じ
ろ
う

次
郎
　
81

南
四
　
　
山や

ま
だ田

　
正ま

さ
し志

　
　
67

作
田
浦

　
熱あ
つ
み海

　
し
の
ぶ

　
98

往
還
上
　
佐さ

と
う藤

　
正た

だ
し　

　
　
87

上
町
三
　
熱あ

つ
み海

　
ナ
カ
ノ
　
92

下
町
三
　
菅す

が
わ
ら原

　
浩こ

う
じ二

　
　
63

南
六
　
　
藤ふ

じ
の野

　
昭し

ょ
う
は
ち
ろ
う

八
郎

　
84

道
地
　
　
木き

む
ら村

　
壽す

み

え
美
江
　
80

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

行
政
区
等

　
　
氏　

名

　
中
東

　
　
　
藤ふ
じ
お
か岡

　
義よ

し
き希

　

　
小
野
上　

　
後ご

と
う藤

　
智ち

ほ穂
　

　
大
島

　
　
　
平た
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■日時　①11月18日（土）・19日（日）両日10時～14時30分
■場所　復興の森（東松島市野蒜野蒜ケ丘）東名駅から徒歩約5分
■対象・定員　小中学生の親子、各日15組
■申込締切日　10月20日（金）　※申込多数の場合は抽選。
■参加費　1,500円
■問・申し込み　（一財）C.W.ニコルアファンの森財団
　　　　　　　  ☎026-254-8081　Email：ohsawa@afan.or.jp

アファン 森の学校プロジェクト
鳥の目線を体験しよう！復興の森づくりとツリークライミング体験会

川越まつり（埼玉県川越市）

　「川越氷川祭の山車行事」としてユネスコ無形文化遺産および国指定重
要無形民俗文化財に登録されている伝統ある川越まつりが開催されます。
■日時　１０月１４日（土）・１５日（日）10時～22時
■場所　川越市役所前ほか
■主な内容　豪

ご う か け ん ら ん

華絢爛な山車が小
　江戸川越の蔵造りの町並みを曳
　行されます。最大の見どころは、向
　かい合う数台の山車がお囃

は や し

子で競
　い合い、まつり人たちが提灯を高々
　と振り上げ歓声を上げる「曳

ひ

っか
　わせ」。特に夜の「曳

ひ

っかわせ」は
最高潮の盛り上がりとなります。
■問　川越市川越駅観光案内所　☎049-222-5556

2017東北復興大祭典なかの(東京都中野区)

　東日本大震災および熊本地震から
の復興を継続的に支援するための催
しとして、「２０１７東北復興大祭典な
かの」が開催されます。また、同時開
催の「東北復興祈念展」では、被災
地派遣職員による復興状況の報告
などを行います。
■日時　１０月２８日（土）10時～20時　２９日（日）10時～17時
■場所　中野サンプラザ広場（メインステージ）ほか
■主な内容　ねぶた運行、東北復興物産展、郷土芸能披露（すずめ踊り、さ
　んさ踊り、黒石よされ等）ほか
■問　東北復興大祭典なかの実行委員会事務局
　　　☎03-3228-7868(直通)

東松島市に応援にきていただいているまちのイベント等のお知らせ
　東松島市に自治法派遣で来ていただいているまちの魅力を紹介します。今回は、埼玉県川

かわごえ

越市と東京都中
な か の

野区です。



（20）市民のカレンダー

市民のカレンダー 10月 カレンダーの中にある時刻は、行事などの開始時間（または終了時間）を表しています。
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■
問
い
合
わ
せ

役 東松島市役所（本庁舎）
82－1111

鳴子 鳴瀬子育て支援センター 87－2338 鷹来 鷹来の森運動公園 82－1101 西セ 矢本西市民センター 82－1181

鳴庁 東松島市役所（鳴瀬庁舎） 図 市図書館 82－1120
小体

小野地区体育館
（管理：生涯学習課スポーツ振興班）

82－1111
（内線3325）

曲セ 大曲市民センター 82－5965

矢保 矢本保健相談センター 82－1111 蔵 蔵しっくパーク（ひと･まち交流館） 84－1770 赤セ 赤井市民センター 82－2075

野 野蒜交付所 88－2751 市コ 市コミュニティセンター 82－6969
塩体

大塩地区体育館
（管理：大塩市民センター） 82－7532

塩セ 大塩市民センター 82－7532

縄文 奥松島縄文村歴史資料館 88－3927 市体 市民体育館 82－9030 小セ 小野市民センター 87－2067

老 老人福祉センター 83－2851 矢運 矢本運動公園 82－6804 健増 健康増進センター ゆぷと 84－3855 野セ 野蒜市民センター 88－2056

矢子 矢本子育て支援センター 84－2676 赤体 赤井地区体育館 82－6803 東セ 矢本東市民センター 82－1180 宮セ 宮戸市民センター 86－2177

体育館一般開放のお知らせ　■場所・時間  体  ･･･市民体育館 9～12時、体  ･･･市民体育館 18～21時、赤体 ･･･赤井地区体育館 9～17時　■問　ＮＰＯ法人東松島市体育協会事務局　☎82-9030

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

10/１ 赤体 2 3 体 4 5 6 7
●市税及び税外収入金
　収納・相談休日窓口
 　8：30～17：15
■市報10月１日号発行
■矢本ひがし地区民まつり
   東セ  10：00
■第5回復興ふれあい　
　「大芸能祭」 市コ
　13：00
■石巻地区中学校総合 
　体育大会新人大会（石
　巻市・東松島市内）

●国民健康保険税・後期
　高齢者医療保険料・介
　護保険料第3期納期
　限日
■平成30年度入園願書
　配布開始（はなぶさ幼・
　鳴瀬幼）
■図書館休館日
■振替休業日
　（市内中学校）

●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00
■市民課延長窓口
　～19：00
■平成30年度入園願書
　配布開始（矢本中央幼・
　のびる幼）
■宮城県駅伝大会

■ちっちゃい子おはなし会
 　図 11：00
■平成30年度東松島市
　放課後児童クラブ入
　所申込書配布開始 役

■囲碁将棋のつどい
　老 10：00
■第1回東松島市「いきい
　き百歳体操」交流大会 
　 市体  13：30
■宮城県知事選挙告示日

■人権相談 小セ  10：00
■ほっとふる&あいあい
　秋まつり 矢子  鳴子
　10：00
■弾道ミサイルを想定
　した住民避難訓練
　（市内各所）10：30
■振替休業日
　（鳴瀬未来中）
■親子遠足
　（矢本西保育園）

■第25回リフレッシュフェ
　スティバル（市内各体育
　施設）〈～9日（月・祝）〉
■第2回奥松島マルシェ
　（セルコホームあおみな）
　9：00
■おはなし会 図 11：00
■運動会（矢本東小・赤
　井南小）
■学芸会（宮野森小）

8 赤体 9 体育の日 10 11 12 13 体 14 体

■第10回東松島市民卓
　球大会 市体  9：00
■第6回東松島市長杯
　地域交流パークゴル
　フ大会（かなんパーク
　ゴルフ場）9：00

■図書館休館日
■第12回東松島市長杯
　争奪ソフトボール大会 
　 鷹来  8：30
■第30回ライオンズクラ
　ブ旗争奪小学生ビニー
　ルバレーボール大会 　
　 市体  8：30
■第6回東松島市クラブ
　対抗家庭バレーボー
　ル大会 市体  8：30
■第46回若鷹旗争奪少
　年野球大会 鷹来  9：00

●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00
■図書館休館日
　(体育の日振替)
■振替休業日
　（宮野森小）
■農用地等転用締切日
　（農業委員会）

●市民防災の日
　（市民防災デー）

■囲碁将棋のつどい
　老 10：00
■著名作家文芸作品複
　製自筆原稿展示
　図 ～17日（火）〉

■行政相談 小セ  13：00
■年長児おいもほり遠足
　（のびる幼）

■第3回まるごと大曲ふ
　れ愛まつり 曲セ  9：00
■宮城いきいき学園石巻
　校文化祭 市コ  9：45
■矢本子育て支援セン
　ター・ほっとふる土曜
　開館（午前のみ） 矢子
■学習発表会（赤井小）

15 赤体 16 17 体 18 19 20 体 21 体

■市報10月15日号発行
■第9回矢本西地区の日
　ウエストカーニバル
　（矢本西小）9：00
■野蒜ケ丘まちびらき
　まつり 野セ  9：30
■図書館まつり 図 10：00

■図書館休館日
■振替休業日
　（赤井小・矢本一中）

●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00
■市民課延長窓口
　～19：00
■マラソン大会といも
　煮会（鳴瀬幼）

■ちっちゃい子おはなし会
　図 11：00

■囲碁将棋のつどい
　老 10：00

●ひがしまつしま割増商
　品券販売・使用開始日
　〈使用期限：平成30年1
　月31日（水）〉

■第12回ひがしまつしま
　市民文化祭展示の部
　 市コ  9：30
■おはなし会 図 11：00
■ひがしまつしまじかん
　プロジェクト「これから
　の観光を考えよう」
　 東セ  14：00
■学習発表会（矢本西小）
■学芸会（鳴瀬桜華小）

22 赤体 23 24 体 25 26 27 28 
■第12回ひがしまつしま
　市民文化祭展示の部
　 市コ 10：00
■奥松島縄文村まつり
　 縄文  10：00
■文化祭（鳴瀬未来中）
■宮城県知事選挙投・開
　票日

■図書館休館日
■振替休業日
　（鳴瀬未来中）

●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00
■振替休業日
　（鳴瀬未来中）

■生きがい健康づくり
　石巻地区大会 市体
　9：15
■東松島市小中学校な
　かよし音楽会 市コ
　9：15
■エコクラフト講座
　図 14：00

■囲碁将棋のつどい
　老 10：00
■文化祭：1日目
　（矢本一中）

■マラソン大会・収穫祭
　（赤井小）
■文化祭：2日目
　（矢本一中）
■文化祭前日祭
　（矢本二中）
■持久走記録大会
　（宮野森小）
■図書館休館日
　(図書整理日)

■第16回野球フェスティ
　バル 鷹来  8：30
■ハロウィンおはなし会
　図 11：00
■合唱コンクール・文化祭
　（矢本二中）
■東松祭・第2回オープン
　キャンパス（東松島高）

29 赤体 30 31 体 11/１ 2 3 文化の日 4
■第12回ひがしまつしま
　市民文化祭音楽の部
　 市コ  10：00

■図書館休館日 ●市県民税第3期、国民
　健康保険税・後期高齢
　者医療保険料・介護保
　険料第4期納期限日
●市税及び税外収入金
　収納・相談延長窓口
 　～20：00

■市報１１月１日号発行
■ちっちゃい子おはなし会 
　図 11：00
■市民参観日
　（矢本第一中学区）
■親子学習教室（矢本一中）
■平成30年度入園願書
　受付開始（市内幼稚園）

■囲碁将棋のつどい
　老 10：00

■第12回ひがしまつしま
　市民文化祭舞踊の部
　 市コ  10：00
■図書館特別開館日

■はてぃ・はてぃ・じゃらん
　2017秋（復興の森）9：30
■おはなし会 図 11：00
■第25回東北私学高校
　女子選抜ソフトボール
　大会 鷹来
　9：00〈～5日（日）〉

※一般開放の時間は、変更になる場合があります。

東松島市の人口
（平成29年9月1日現在の住民基本台帳、外国人住民含む）

　　女　20,462人(－17)
世帯数  15,632戸(－10)

男 19,779人(－7)
計 40,241人(－24)

（　）内は前月比


